
─ 83 ─

金
樓
子
訳
注
（
十
四
）（
興
膳
）

立
言
篇
九
上
（
承
前
）

23　

見
善
則
喜
、
聞
惡
則
憂
、
民
之
情
也
。
苟
無
憂
喜
、
其
惟
聖
人

乎
。
若
無
喜
而
不
喜
、
無
憂
而
不
憂
、
葢
何
足
稱
也
。

　

善
事
を
見
れ
ば
喜
び
、
悪
事
を
聞
け
ば
憂
え
る
の
は
、
民
の
情
で

あ
る
。
憂
い
も
喜
び
も
無
い
の
は
、
聖
人
だ
け
で
あ
ろ
う
。
喜
ぶ
こ

と
が
無
く
て
喜
ば
ず
、
憂
え
る
こ
と
が
無
く
て
憂
え
な
い
の
は
、
何

も
稱
賛
す
る
に
當
ら
な
い
。

［
注
］

①　

見
善
則
喜
云
云　

徐
幹
『
中
論
』
虛
道
篇
に
、「
由
此
觀
之
、
人
無

賢
愚
、
見
善
則
譽
之
、
見
惡
則
謗
之
、
此
人
情
也
」。

②　

苟
無
憂
喜
二
句　

聖
人
は
喜
怒
哀
樂
を
超
越
し
た
存
在
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。『
禮
記
』
中
庸
に
、「
無
憂
者
、
其
惟
文
王
乎
。
以
王
季
爲

父
、
以
武
王
爲
子
、
父
作
之
、
子
述
之
」。『
易
』
乾
卦
の
文
言
に
、

「
亢
之
爲
言
也
、
知
進
而
不
知
退
、
知
存
而
不
知
亡
、
知
得
而
不
知
喪
、

其
唯
聖
人
乎

0

0

0

0

0

。
知
進
退
存
亡
而
不
失
其
正
者
、
其
唯
聖
人
乎

0

0

0

0

0

」。

24　

白
鳥
、
蚊
也
。
齊
桓
公
臥
於
柏
寢
、
謂
仲
父
曰
、「
吾
國
富
民

殷
、
無
餘
憂
矣
。
一
物
失
所
、
寡
人
猶
爲
之
悒
悒＊
。
今
白
鳥
營
營
、

饑
而
未＊
飽
、
寡
人
憂
之
」。
因
開
翠
紗
之
幬＊
、
進
蚊
子
焉
。
其
蚊
有

知
禮
者
、
不
食
公
之
肉
而
退
。
其
蚊
有
知
足
者

＊
、
觹唯
公＊
而
退
。
其
蚊

有
不
知
足
者
、
遂
長
嘘
短
吸
而
食
之
、
及
其
飽
也
、
腹
腸
爲
之
破
潰
。

公
曰
、「
嗟
乎
民
生
亦
猶
是＊
」。
乃
宣
下
齊
國＊
、
脩
止＊
足
之
鑒
、
節
民

玉
食
、
節
民
錦
衣
、
齊
國
大
化
。

　

白
鳥
と
は
、
蚊
で
あ
る
。
齊
の
桓
公
が
柏
寢
の
臺
で
休
息
し
て
い

る
と
き
、
仲
父
（
管
仲
）
に
い
っ
た
、「
余
は
國
富
み
民
豐
か
で
、

心
配
ご
と
は
な
い
。
だ
が
も
の
ご
と
が
然
る
べ
き
所
を
得
な
い
で
い

①

②

①

②

③

④
⑤

⑥

⑦

⑥

⑧

金
樓
子
譯
注
（
十
四
）
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る
と
、
そ
れ
が
気
が
か
り
だ
。
い
ま
蚊
が
ぶ
ん
ぶ
ん
飛
び
回
っ
て
、

腹
を
空
か
し
た
ま
ま
な
の
が
、
心
配
で
あ
る
。
そ
こ
で
綠
の
薄
絹
の

蚊
帳
を
開
い
て
、
蚊
を
中
に
入
れ
て
や
っ
た
。
禮
を
わ
き
ま
え
た
蚊

は
、
公
の
肉
を
咬
ま
ず
に
引
き
下
が
っ
た
。
足
る
こ
と
を
知
る
蚊
は
、

公
の
肉
を
咬
ん
で
引
き
下
が
っ
た
。
足
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
蚊
は
、
長

く
咬
ん
だ
り
吸
っ
た
り
し
て
、
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
腹
が
破
裂

し
て
し
ま
っ
た
。
公
は
い
っ
た
、「
あ
あ
、
民
の
生
き
方
も
こ
れ
と

同
じ
だ
な
」。
そ
こ
で
齊
の
國
に
命
を
下
し
て
、
欲
望
充
足
の
規
範

を
定
め
、
ぜ
い
た
く
な
食
事
や
、
ぜ
い
た
く
な
衣
服
を
慎
ま
せ
、
齊

の
國
は
大
い
に
敎
化
さ
れ
た
。

［
校
　
勘
］

＊
悒
悒
：『
太
平
御
覧
』
九
四
五
蟲
豸
部
蚊
に
引
く
『
金
樓
子
』
で
は
、「
於

邑
」
に
作
る
。
＊
未
：『
御
覧
』
→
求
。
＊
寡
人
憂
之
。
因
開
翠
紗
之
幬
：

『
御
覧
』
→
寡
人
因
之
、
開
翠
紗
之
帳
。
＊
觹唯
：『
御
覧
』
→
㗱
。
＊
公
：

『
御
覧
』
→
公
之
肉
。
＊
是
：『
御
覧
』
→
是
矣
。
＊
乃
宣
下
齊
國
云
云
：

『
御
覧
』
は
以
下
を
缺
く
。
＊
止
：
抄
本
→
知
。

［
注
］

①　

白
鳥
二
句　
『
大
戴
禮
記
』
夏
小
正
に
、「
白
鳥
者
、
謂
蚊
蚋
也
。
其

謂
之
鳥
也
、
重
其
養
者
也
」。

②　

齊
桓
公　

齊
の
桓
公
に
つ
い
て
は
、
説
蕃
篇
3
参
照
。
な
お
当
該
故

事
の
原
拠
は
未
詳
。

③　

柏
寢　

臺
の
名
。『
韓
非
子
』
外
儲
説
右
上
に
、「
景
公
與
晏
子
遊
於

少
海
、
登
柏
寢

0

0

之
臺
而
還
望
其
國
」。『
史
記
』
斉
太
公
世
家
に
、「
景

公
坐
柏
寢

0

0

、
歎
曰
、『
堂
堂
、
誰
有
此
乎
』」。

④　

仲
父　

桓
公
の
宰
相
管
仲
を
い
う
。
字
は
夷
吾
。
桓
公
に
仕
え
て
そ

の
厚
い
信
任
を
得
、
仲
父
と
尊
称
さ
れ
た
。

⑤　

悒
悒　

楽
し
ま
ぬ
さ
ま
。『
太
平
御
覧
』
本
『
金
樓
子
』
は
「
於

邑
」
に
作
る
が
、
意
は
同
じ
。

⑥　

知
足
・
止
足　
『
老
子
』
第
四
十
四
章
に
、「
知
足

0

0

不
辱
、
知
止

0

0

不
殆
、

可
以
長
久
」。

⑦　

觹唯　

嘴
に
同
じ
。『
龍
龕
手
鑑
』
口
部
に
、「
觹唯
、
正
作
觜
、
鳥
喙

也
」。『
御
覧
』
本
は
㗱
。『
説
文
解
字
』
口
部
に
、「
㗱
、
觹唯
也
」。

⑧　

玉
食　
『
尚
書
』
洪
範
に
、「
惟
辟
作
福
、
惟
辟
作
威
、
惟
辟
玉
食

0

0

」。

孔
傳
に
、「
言
惟
君
得
專
威
福
、
爲
美
食
」。
ま
た
そ
の
『
経
典
釋
文
』

に
、「
張
晏
注
『
漢
書
』
云
、
玉
食
、
珍
食
也
」。

25　

夫
鬭
者
、
忘
其
身
也
、
忘
其
親
者
也
。
行
須
臾
之
怒
而
鬭
終
身

之
禍＊
。
然
而
爲
之
、
是
忘
其
身
也
。

①
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人
と
い
さ
か
う
者
は
、
わ
が
身
を
忘
れ
る
者
で
あ
り
、
わ
が
肉
親

を
忘
れ
る
者
で
あ
る
。
一
時
の
怒
り
に
任
せ
て
終
身
の
禍
の
た
め
に

い
さ
か
う
。
そ
れ
で
も
な
お
そ
う
す
る
の
は
、
わ
が
身
を
忘
れ
て
い

る
か
ら
だ
。

［
校
　
勘
］

＊
鬭
終
身
之
禍
：『
荀
子
』
榮
辱
篇
は
「
喪
終
身
之
軀
」
に
作
る
。『
説
苑
』

貴
德
篇
は
「
鬭
終
身
之
禍
」。

［
注
］

①　

夫
鬭
者
云
云　
『
荀
子
』
榮
辱
篇
に
、「
鬭
者

0

0

、
忘
其
身

0

0

0

者
也0

、
忘
其

0

0

親
者
也

0

0

0

、
忘
其
君
者
也
。
行
其
少
頃
之
怒
、
而
喪
終
身
之
軀
、
然
且
爲

之
、
是
忘
其
身
也

0

0

0

0

0

。
室
家
立
殘
、
親
戚
不
免
乎
刑
戮
、
然
且
爲
之
、
是

忘
其
親
也
。
君
上
之
所
惡
也
、
刑
法
之
所
大
禁
也
、
然
且
爲
之
、
是
忘

其
君
也
。
憂
忘
其
身
、
内
忌
其
親
、
上
忘
其
君
、
是
刑
法
之
所
不
舎
也
、

聖
王
之
所
不
畜
也
」。
ま
た
『
説
苑
』
貴
德
篇
に
も
、「
孫
卿
曰
」
と
し

て
こ
の
一
段
を
引
く
。

26　

入
是
國
也
、
言
信
乎
羣
臣
、
則
可
留
也＊
。
行
忠
乎
羣
臣
、
則
可

仕
也＊
。
澤
乎
百
里＊
、
則
富
可
安
也＊
。

　

そ
の
國
に
入
っ
て
、
君
主
の
言
葉
が
羣
臣
に
信
頼
さ
れ
て
い
れ
ば
、

留
ま
っ
て
い
ら
れ
る
。
君
主
の
行
動
が
羣
臣
に
真
心
を
盡
く
し
て
い

れ
ば
、
仕
え
て
い
ら
れ
る
。
恩
澤
が
領
内
に
及
ん
で
い
れ
ば
、
富
も

保
証
さ
れ
る
。

［
校
　
勘
］

＊
可
留
也
：『
説
苑
』
→
留
可
也
。
＊
可
仕
也
：『
説
苑
』
→
仕
可
也
。
＊
澤

乎
羣
臣
：『
説
苑
』
→
澤
施
乎
百
姓
。『
孔
子
家
語
』
→
澤
施
於
百
姓
。
＊
富

可
安
也
：『
説
苑
』
→
安
可
也
。『
孔
子
家
語
』
→
富
可
也
。

［
注
］

①
入
是
國
也
云
云　
『
説
苑
』
談
叢
篇
に
、「
曾
子
曰
、『
入
是
國
也

0

0

0

0

、
言0

信
乎
羣
臣

0

0

0

0

、
則
留
可
也
。
忠
行
乎
羣
臣

0

0

0

0

0

、
則
仕
可
也
。
澤0

施
乎
百

0

0

姓
、

則
安
可
也
』」。『
孔
子
家
語
』
好
生
篇
に
も
こ
の
語
が
見
え
る
。

27　

鳳
無
司
晨
之
善
、
麟
乏
警
夜
之
功
。
日
月
不
齊
光
、
參
辰
不
竝

見
。
冰
炭
不
同
室
、
粉
墨
不
同
橐
。
有
之
矣
。

　

鳳
皇
に
は
朝
の
時
を
告
げ
る
長
所
は
な
い
し
、
騏
驎
は
夜
の
見
回

り
を
す
る
役
に
は
立
た
な
い
。
太
陽
と
月
が
い
っ
し
ょ
に
輝
く
こ
と

①

①

②

③

④

⑤
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は
な
く
、
參
（
オ
リ
オ
ン
）
と
辰
（
ア
ン
タ
レ
ス
）
が
同
時
に
現
わ
れ

る
こ
と
は
な
い
。
氷
と
炭
が
同
じ
部
屋
に
収
納
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

白
粉
と
眉
墨
が
一
つ
の
袋
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
う
し
た

こ
と
が
あ
る
も
の
だ
。

［
注
］

①　

鳳
無
司
晨
之
善
二
句　
『
抱
朴
子
』
逸
民
篇
に
、「
夫
麟
不
吠
守
、
鳳

不
司
晨
、
騰
黃
不
引
犂
、
尸
祝
不
治
庖
也
」。

②　

日
月
不
齊
光　
『
易
』
繋
辭
傳
下
に
、「
日
往
則
月
來
、
月
往
則
日
來
、

日
月
相
推
而
明
生
焉
」。
ま
た
注
④
参
照
。

③　

參
辰
不
竝
見　

參
（
音
は
シ
ン
）
は
、
オ
リ
オ
ン
座
の
三
つ
星
。
辰

は
、
商
と
も
い
い
、
さ
そ
り
座
の
三
つ
星
。
ア
ン
タ
レ
ス
。
參
は
西
方

に
、
辰
は
東
方
に
在
っ
て
、
同
時
に
現
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
揚
雄

『
法
言
』
學
行
篇
に
、「
吾
不
覩
參
辰
之
相
比
也
、
是
以
君
子
貴
遷
善
」。

④　

冰
炭
不
同
室　
『
韓
非
子
』
顯
學
篇
に
、「
夫
冰
炭
不
同
器
而
久
、
寒

暑
不
兼
時
而
至
」。『
盬
鐵
論
』
刺
復
篇
に
、「
文
學
曰
、『
冰
炭
不
同
器
、

日
月
不
竝
明
』」。『
抱
朴
子
』
交
際
篇
に
、「
譬
猶
禽
魚
之
結
侶
、
冰
炭

之
同
器
、
欲
其
久
合
、
安
可
得
哉
」。

⑤　

粉
墨
不
同
橐　
『
抱
朴
子
』
微
旨
篇
に
、「
沈
浮
過
於
金
羽
、
皂
白
分

於
粉
墨
、
而
抱
惑
之
士
猶
多
不
辨
焉
」。

28　

古
語
云
、
不
鑒
於
鏡
而
鑒
於
人
。
鑒
鏡
則
辨
形
、
鑒
人
則
懸
知

善
惡
。
是
知
鑒
於
人
、
勝
鑒
乎
鏡
矣
。

　

古
語
に
、
鏡
に
映
す
の
で
は
な
く
人
に
映
し
て
鏡
と
す
る
の
だ
と

い
う
。
鏡
に
映
せ
ば
姿
形
を
見
分
け
ら
れ
る
が
、
人
に
映
せ
ば
善
惡

の
區
分
が
預
知
で
き
る
。
だ
か
ら
人
に
映
し
て
鏡
と
す
る
の
が
、
鏡

に
映
す
よ
り
も
勝
る
と
知
ら
れ
る
。

［
注
］

①　

古
語
云
云
云　
『
尚
書
』
酒
誥
に
、「
古
人
有
言
曰
、『
人
無
於
水
監
、

當
於
民
監
』」。　

孔
傳
に
、「
古
賢
聖
有
言
、
人
無
於
水
監
、
當
於
民
監
。

視
水
見
己
形
、
視
民
行
事
、
見
吉
凶
」。『
墨
子
』
非
攻
篇
上
に
、「
是

故
子
墨
子
言
曰
、
古
者
有
語
曰
、『
君
子
不
鏡
於
水
、
而
鏡
於
人
。
鏡

於
水
、
見
面
之
容
、
鏡
於
人
、
則
知
吉
與
凶
』」。　

29　

楚
王
之
食
、
楚
也
。
故
愛
楚
四
境
之
民
。
越
王
之
食
、
越
也
。

故
愛
越
四
境
之
民
。
天
子
之
食
、
天
下
也
。
吾
是
以
知
兼
愛
天
下
之

民
矣
。

　

楚
王
が
食
を
得
る
の
は
、
楚
で
あ
る
。
だ
か
ら
楚
の
領
土
の
民
を

愛
す
る
。
越
王
が
食
を
得
る
の
は
、
越
で
あ
る
。
だ
か
ら
越
の
領
土

①

①

②
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の
民
を
愛
す
る
。
天
子
が
食
を
得
る
の
は
、
天
下
で
あ
る
。
だ
か
ら

［
天
子
は
］
天
下
の
民
を
廣
く
愛
す
る
の
だ
と
知
ら
れ
る
。

［
注
］

①　

楚
王
之
食
云
云　
『
墨
子
』
天
志
篇
下
に
、「
苟
兼
而
食
焉
、
必
兼
而

愛
之
。
譬
之
若
楚
越
之
君
。
今
是
楚
王
食
於
楚
之
四
境
之
内
、
故
愛
楚

之
人
。
越
王
食
於
越
、
故
愛
越
之
人
。
今
天
兼
天
下
而
食
焉
、
我
以
此

知
其
兼
愛
天
下
之
人
也
」。

②　

兼
愛　

差
別
な
く
平
等
に
廣
く
人
を
愛
す
る
。『
墨
子
』
に
特
徴
的

な
思
想
で
、
同
書
に
は
「
兼
愛
」
篇
が
あ
る
。

30　

成
瓦
者
炭
、
而
瓦
不
可
以
得
炭
。
潤
竹
者
水
、
而
竹
不
可
以
得

水
。
蒿
艾
有
火
、
不
燒
不
燃
。
土
中
有
水
、
不
掘
無
泉
。
百
梅
能
使

百
人
酸
、
一
梅
不
足
成
味
也
。

　

土
器
を
作
る
に
は
炭
が
必
要
だ
が
、
土
器
か
ら
炭
は
作
れ
な
い
。

竹
に
潤
い
を
も
た
ら
す
の
は
水
だ
が
、
竹
か
ら
水
は
で
き
な
い
。
も

ぐ
さ
は
火
氣
を
帶
び
る
が
、
火
を
つ
け
な
け
れ
ば
燃
え
な
い
。
土
の

中
に
は
水
が
あ
る
が
、
掘
ら
な
け
れ
ば
泉
は
湧
か
な
い
。
百
箇
の
梅

は
百
人
に
酸
っ
ぱ
さ
を
味
わ
わ
せ
る
が
、
一
箇
の
梅
で
は
味
わ
う
ほ

ど
に
な
ら
な
い
。

［
注
］

①　

成
瓦
者
炭
云
云　
『
淮
南
子
』
説
林
訓
に
、「
瓦
以
火
成
、
不
可
以
得

火
、
竹
以
水
生
、
不
可
以
得
水
」。
高
誘
注
に
、「
瓦
得
火
則
破
、
竹
得

水
浸
則
死
」。

②　

蒿
艾
有
火
云
云　
『
淮
南
子
』
説
林
訓
に
、「
槁
竹
有
火
、
弗
鑽
不
然
、

土
中
有
水
、
弗
掘
無
泉
」。
高
誘
注
に
、「
掘
猶
窮
也
」。

③　

百
梅
能
使
百
人
酸
云
云　
『
淮
南
子
』
説
林
訓
に
、「
百
梅
足
以
爲
百

人
酸
、
一
梅
不
足
以
爲
一
人
和
」　

高
誘
注
に
、「
喩
衆
能
濟
少
、
少
不

能
有
所
成
也
」。

31　

孔
文
舉
言
、「
武
王
伐
紂
、
而
懸
之
白
旗
。
漢
祖
入
關
、
子
嬰

不
死
。
武
王
歴
年
、
止
有
白
魚
之
瑞
、
漢
祖
祥
應
、
其
瑞
不
一
。
是

則
漢
祖
優
而
武
王
劣
也
」。
殷
洪
遠
云
、「
魏
武
興
師
、
本
由
親
舉
、

漢
祖
初
起
、
本
是
亂
兵
。
此
則
魏
武
優
於
漢
帝
」。
蔣
子
通
言
、「
漢

祖
取
天
下
如
登
山
、
光
武
取
天
下
如
走
丸
」。
當
尋
邑
百
萬
、
振
古＊

未
聞
、
滹
沱
河
冰
、
身
面
流
血
、
豈
其
易
也
。
凡
如
此
例
、
有
書
不

如
無
書
、
委
之
煨
燼
、
於
事
爲
宜
矣
。

①②

③

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
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孔
融
（
文
舉
）
が
言
う
に
は
、「
周
の
武
王
は
紂
を
伐
つ
と
、［
そ

の
首
を
］
白
旗
に
懸
け
た
。
漢
の
高
祖
は
關
中
に
入
っ
て
も
、［
子

嬰
を
赦
し
た
の
で
］
子
嬰
は
死
な
ず
に
す
ん
だ
。
武
王
は
長
年
の
間

に
、
白
魚
の
瑞
祥
が
一
度
あ
っ
た
き
り
だ
っ
た
が
、
高
祖
の
瑞
祥
は
、

一
度
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
す
る
と
高
祖
が
優
れ
て
い
て

武
王
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
」。
殷
融
（
洪
遠
）
が
言
う
に
は
、

「
魏
の
武
帝
の
舉
兵
は
、
天
子
の
推
舉
を
受
け
た
も
の
だ
っ
た
。
漢

の
高
祖
の
舉
兵
は
、
寄
せ
集
め
の
軍
隊
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ

か
ら
す
る
と
魏
の
武
帝
の
方
が
漢
の
高
祖
に
勝
っ
て
い
た
こ
と
に
な

る
」。
蔣
濟
（
子
通
）
が
言
う
に
は
、「
漢
の
高
祖
が
天
下
を
取
っ
た

と
き
に
は
山
に
登
る
よ
う
な
苦
労
を
し
、
後
漢
の
光
武
帝
が
天
下
を

取
っ
た
と
き
に
は
玉
を
こ
ろ
が
す
よ
う
に
容
易
だ
っ
た
」。
だ
が
王

尋
・
王
邑
の
率
い
る
百
萬
の
敵
軍
に
對
峙
し
た
の
は
、
前
代
未
聞
の

こ
と
で
あ
り
、
呼
沱
河
が
凍
結
し
た
際
に
は
、
流
血
の
惨
事
が
生
じ

も
し
て
、
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
凡
そ
こ
の
類
の
こ

と
は
、
書
物
が
あ
る
よ
り
は
い
っ
そ
無
い
方
が
ま
し
と
い
う
も
の
で
、

さ
っ
ぱ
り
と
焼
き
す
て
て
し
ま
え
ば
、
す
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。

［
校
　
勘
］

＊
振
古
：
底
本
は
「
振
」
を
「
震
」
に
作
る
。
抄
本
・
四
庫
本
も
同
じ
だ
が
、

兩
本
の
注
に
、「
案
震
當
作
振
」
と
あ
る
。
百
子
本
・
筆
記
小
説
大
観
本
は

「
振
」
に
作
る
。
い
ま
そ
れ
に
從
う
。

［
注
］

①　

孔
文
舉
言
云
云　

孔
文
舉
は
、
孔
融
（
一
五
三
〜
二
〇
八
）、
字
は

文
舉
。
魯
國
魯
縣
（
山
東
省
）
の
人
。
孔
子
二
十
世
の
孫
。
才
気
煥
発

の
人
で
、
詩
文
を
善
く
し
、
建
安
七
子
の
一
人
に
數
え
ら
れ
る
。『
後

漢
書
』
七
〇
・『
三
國
志
』
魏
書
一
二
に
傳
が
あ
る
。『
藝
文
類
聚
』
一

二
帝
王
部
二
漢
高
帝
に
孔
融
「
周
武
王
漢
高
祖
論
」
を
引
い
て
、「
又

武
王
伐
紂
、
斬
而
刺
之
。
高
祖
入
秦
、
赦
子
嬰
而
遺
之
。
是
寛
裕
又
不

如
高
祖
也
」。
武
王
が
紂
を
伐
っ
た
と
き
の
こ
と
は
『
史
記
』
四
周
本

紀
に
、「
武
王
至
商
國
、
商
國
百
姓
咸
待
於
郊
。
於
是
武
王
使
羣
臣
告

語
商
百
姓
曰
、『
上
天
降
休
』。
商
人
皆
再
拝
稽
首
、
武
王
亦
答
拝
。
遂

入
、
至
紂
死
所
。
武
王
自
射
之
、
三
發
而
后
下
車
、
以
輕
劍
撃
之
、
以

黃
鉞
斬
紂
頭
、
懸
大
白
之
旗
」。

②　

漢
祖
入
關
二
句　

子
嬰
は
、
秦
始
皇
の
孫
で
、
扶
蘇
の
子
。
趙
高
が

二
世
皇
帝
を
殺
し
た
あ
と
、
王
に
擁
立
さ
れ
た
。『
史
記
』
八
高
祖
本

紀
に
、「
沛
公
兵
遂
先
諸
侯
至
覇
上
。
秦
王
子
嬰
素
車
白
馬
、
係
頸
以

組
、
封
皇
帝
璽
符
節
、
降
軹
道
旁
。
諸
將
或
言
誅
秦
王
。
沛
公
曰
、

『
始
懷
王
遣
我
、
固
以
能
寛
容
。
且
人
已
服
降
、
又
殺
之
、
不
祥
。』

乃
以
秦
王
屬
吏
、
遂
西
入
咸
陽
」。



─ 89 ─

金
樓
子
訳
注
（
十
四
）（
興
膳
）

③　

白
魚
之
瑞　
『
史
記
』
四
周
本
紀
に
、「
武
王
渡
河
、
中
流
、
白
魚
躍

入
王
舟
中
、
武
王
俯
取
以
祭
」。

④　

漢
祖
祥
應
二
句　

漢
の
高
祖
の
瑞
祥
は
『
史
記
』
高
祖
本
紀
に
見
え

る
が
、
以
下
そ
の
幾
つ
か
を
記
す
。「
父
曰
太
公
、
母
曰
劉
媼
。
其
先

劉
媼
嘗
息
大
澤
之
陂
、
夢
與
神
遇
。
是
時
雷
電
晦
冥
、
太
公
往
視
、
則

見
蛟
龍
於
其
上
。
已
而
有
身
、
遂
産
高
祖
。
高
祖
爲
人
、
隆
準
而
龍
顔
、

美
鬚
髯
、
左
股
有
七
十
二
黒
子
」。「
高
祖
被
酒
、
夜
徑
澤
中
、
令
一
人

行
前
。
行
前
者
還
報
曰
、『
前
有
大
蛇
當
徑
、
願
還
』。
高
祖
醉
、
曰
、

『
壯
士
行
、
何
畏
』。
乃
前
、
抜
劍
撃
斬
蛇
。
蛇
遂
分
爲
兩
、
徑
開
。

行
數
里
、
醉
、
因
臥
。
後
人
來
至
蛇
所
、
有
一
老
嫗
夜
哭
。
人
問
何
哭
、

嫗
曰
、『
人
殺
吾
子
、
故
哭
之
』。
人
曰
、『
嫗
子
何
爲
見
殺
』。
嫗
曰
、

『
吾
子
、
白
帝
子
也
。
化
爲
蛇
、
當
道
、
今
爲
赤
帝
子
斬
之
、
故
哭
』。

人
乃
以
嫗
爲
不
誠
、
欲
告
之
、
嫗
因
忽
不
見
。
後
人
至
、
高
祖
覺
。
後

人
告
高
祖
、
高
祖
乃
心
獨
喜
、
自
負
。
諸
從
者
日
益
畏
之
」。「
秦
始
皇

帝
常
曰
、『
東
南
有
天
子
氣
』。
於
是
因
東
游
以
厭
之
。
高
祖
卽
自
疑
、

亡
匿
、
隱
於
芒
錫
山
澤
巖
石
之
間
。
呂
后
與
人
倶
求
、
常
得
之
。
高
祖

怪
問
之
。
呂
后
曰
、『
季
所
居
上
常
有
雲
氣
、
故
從
往
常
得
季
』。
高
祖

心
喜
。
沛
中
子
弟
或
聞
之
、
多
欲
附
者
矣
」。

⑤　

殷
洪
遠
云　

殷
洪
遠
は
、
殷
融
（
生
卒
年
未
詳
）、
字
は
洪
遠
。
東

晉
の
陳
郡
長
平
（
河
南
省
）
の
人
。
殷
浩
の
從
父
で
、
殷
仲
堪
の
祖
。

『
晉
書
』
の
殷
顗
傳
等
に
名
が
見
え
る
。
殷
融
の
言
葉
が
何
に
も
と
づ

く
か
は
未
詳
。

⑥　

蔣
子
通
言　

蔣
子
通
は
、
蔣
濟
（
？
〜
二
四
九
）、
字
は
子
通
、
三

国
の
楚
國
平
阿
（
安
徽
省
）
の
人
。
魏
の
文
帝
以
下
の
三
朝
に
仕
え
て
、

官
は
太
尉
に
至
り
、
都
鄕
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
著
作
に
『
萬
機
論
』

『
三
州
論
』
が
あ
っ
た
が
、
佚
し
た
。『
三
國
志
』
魏
書
一
四
に
傳
が

あ
る
。
引
用
さ
れ
る
文
の
出
典
は
未
詳
。

⑦　

走
丸　
『
漢
書
』
四
五
蒯
通
傳
に
、「
必
相
率
而
降
、
猶
如
阪
上
走
丸

0

0

也
」。
顔
師
古
注
に
、「
言
乘
勢
便
易
」。　

⑧　

當
尋
邑
百
萬　
『
後
漢
書
』
一
光
武
帝
紀
上
に
、「（
更
始
元
年
）
三

月
、
光
武
別
與
諸
將
徇
昆
陽
・
定
陵
・
郾
、
皆
下
之
。
多
得
牛
馬
財
物
、

穀
數
十
萬
斛
、
轉
以
饋
宛
下
。
莽
聞
阜
・
賜
死
、
漢
帝
立
、
大
懼
、
遣

大
司
徒
王
尋
・
大
司
空
王
邑
將
兵
百
萬
、
其
甲
士
四
十
二
萬
人
」。
同

巻
一
光
武
帝
紀
下
の
贊
に
、「
尋
邑
百
萬

0

0

0

0

、
貔
虎
爲
羣
」。

⑨　

振
古
未
聞　

振
古
は
、『
詩
』
周
頌
「
載
芟
」
に
、「
匪
今
斯
今
、
振0

古0

如
兹
」。
毛
傳
に
、「
振
、
自
也
」。

⑩　

滹
沱
河
冰　
『
後
漢
書
』
一
光
武
帝
紀
上
に
、「（
更
始
二
年
正
月
）

晨
夜
兼
行
、
蒙
犯
霜
雪
、
天
時
寒
、
面
皆
破
裂
。
至
呼
沱
河
、
無
船
、

適
遇
冰
合
、
得
過
、
未
畢
數
車
而
陥
。
進
至
下
博
城
西
、
遑
惑
不
知
所

之
」。

⑪　

有
書
不
如
無
書　
『
孟
子
』
盡
心
篇
下
に
、「
孟
子
曰
、『
盡
信
書
、

則
不
如
無
書

0

0

0

0

。
吾
於
武
成
、
取
二
三
策
而
已
矣
』」。『
孟
子
』
の
い
う

書
と
は
、『
尚
書
』
の
こ
と
。

32　

往
者
崇
華
殿＊
災
、
詔
問
高
堂
隆
、「
此
何
災
」。
隆
曰
、「
殿
名

①

②
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崇
華
而
爲
天
災
所
除
。
是
天
欲
使
節
儉
、
勿
復
興
崇
華
之
飾
也
」。

　

さ
き
に
崇
華
殿
が
火
災
に
遭
っ
た
と
き
、
帝
が
高
堂
隆
に
、「
こ

れ
は
い
か
な
る
災
い
か
」
と
下
問
さ
れ
た
。
高
堂
隆
が
い
う
に
は
、

「
殿
名
が
崇
華
（
華
美
を
崇
め
る
）
な
の
を
天
災
に
よ
っ
て
除
か
れ

た
の
で
す
。
天
は
節
儉
を
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
、
も
う
華
美
を

崇
め
る
よ
う
な
装
飾
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
」。

［
校
　
勘
］

＊
崇
華
殿
：
各
本
と
も
「
崇
」
を
「
承
」
に
作
る
が
、『
三
國
志
』
魏
書
高

隆
堂
傳
に
よ
っ
て
改
め
る
。
注
②
参
照
。

［
注
］

①　

往
者
崇
華
殿
災
云
云　

以
下
の
記
事
は
『
三
國
志
』
魏
書
二
五
高
堂

隆
傳
に
も
と
づ
く
。

②　

詔
問
高
堂
隆
云
云　

高
堂
隆
（
？
〜
二
三
七
？
）
は
、
三
國
魏
の
人
。

字
は
升
平
。
泰
山
平
陽
（
山
東
省
）
の
人
。
魏
の
明
帝
に
平
原
王
時
期

か
ら
仕
え
て
、
明
帝
の
即
位
後
は
太
史
令
、
侍
中
等
を
歴
任
し
、
官
位

は
光
祿
勲
に
至
っ
た
。
經
學
と
天
文
歷
象
に
通
じ
、「
太
和
歷
」
の
制

定
に
關
與
し
た
。『
三
國
志
』
魏
書
二
五
に
傳
が
あ
る
。
魏
書
本
傳
に

い
う
。「
崇
華
殿
災
、
詔
問
隆
、『
此
何
咎
。
於
禮
、
寧
有
祈
禳
之
義

乎
』。
隆
對
曰
、『
夫
災
變
之
發
、
皆
所
以
明
敎
誡
也
。
惟
率
禮
脩
德
、

可
以
勝
之
。『
易
傳
』
曰
、「
上
不
儉
、
下
不
節
、
孽
火
燒
其
室
」。
又

曰
、「
君
高
其
臺
、
天
火
爲
災
」。
此
人
君
苟
飾
宮
室
、
不
知
百
姓
空
竭
、

故
天
應
之
以
旱
、
火
從
高
殿
起
也
。
上
天
降
鑒
、
故
譴
告
陛
下
。
陛
下

宜
増
崇
人
道
、
以
答
天
意
。（
以
下
略
）』」。

33　

君
子
有
三
患
。
未
之
聞
、
患
弗
得
聞
。
既
聞
之
、
患
弗
能
學
。

既
學
之
、
患
弗
能
行
。
君
子
有
四
恥
。
有
其
位
、
無
其
言
、
君
子
恥

之＊
。[

有
其
言
］、
無
其
行
、
君
子
恥
之
。
既
得
之
、
又
失
之
、
君
子

恥
之
。
地
有
餘
而
民
不
足
、
君
子
恥
之
。

　

君
子
に
は
三
つ
の
心
配
が
あ
る
。
ま
だ
聞
い
て
い
な
い
こ
と
は
、

聞
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。
す
で
に
聞
い
た
こ
と
は
、

そ
れ
を
學
べ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。
す
で
に
學
ん
だ
こ

と
は
、
そ
れ
を
實
行
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。
君
子

に
は
四
つ
の
恥
が
あ
る
。
然
る
べ
き
地
位
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
に

見
合
う
發
言
も
し
て
い
な
け
れ
ば
、
君
子
は
そ
れ
を
恥
じ
る
。［
發

言
は
し
て
も
］、
そ
れ
を
實
踐
し
て
い
な
け
れ
ば
、
君
子
は
そ
れ
を

①

②
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恥
じ
る
。
す
で
に
も
の
に
し
た
こ
と
を
、
失
っ
て
し
ま
え
ば
、
君
子

は
そ
れ
を
恥
じ
る
。
土
地
に
は
ゆ
と
り
が
あ
る
の
に
民
の
數
が
足
り

な
け
れ
ば
、
君
子
は
そ
れ
を
恥
じ
る
。

［
校
　
勘
］

＊
君
子
恥
之
：
底
本
校
語
に
、「
案
此
下
疑
脱
有
其
言
三
字
」。

［
注
］

①　

君
子
有
三
患
云
云　
『
禮
記
』
雜
記
下
に
、「
君
子
有
三
患

0

0

0

0

0

。
未
之
聞

0

0

0

、

患
弗
得
聞

0

0

0

0

也
。
既
聞
之

0

0

0

、
患
弗

0

0

得
學0

也
。
既
學
之

0

0

0

、
患
弗
能
行

0

0

0

0

也
。
君0

子
有

0

0

五
恥0

。
居
其
位

0

0

、
無
其
言

0

0

0

、
君
子
恥
之

0

0

0

0

。
有
其
言

0

0

0

、
無
其
行

0

0

0

、
君0

子
恥
之

0

0

0

。
既
得
之

0

0

0

、
而
又
失
之

0

0

0

、
君
子
恥
之

0

0

0

0

。
地
有
餘
而
民
不
足

0

0

0

0

0

0

0

、
君0

子
恥
之

0

0

0

。
衆
寡
均
而
倍
焉
、
君
子
恥
之
」。

②　

地
有
餘
而
民
不
足　
『
禮
記
』
鄭
玄
注
に
、「
恥
民
不
足
者
、
古
者
居

民
、
量
地
以
制
邑
、
度
地
以
居
民
。
地
邑
民
居
、
必
參
相
得
也
」。
ま

た
疏
に
、「
地
有
餘
而
民
不
足
、
君
子
恥
之
者
、
以
地
邑
民
居
必
參
相

得
、
今
不
能
撫
養
、
使
民
逃
散
、
是
土
地
有
餘
而
民
不
足
、
故
君
子
恥

之
」。

34　

制
將
之
法
、
必
使
弛
張
從
時
。
事
疑
則
爭
生
、
勢
侔
則
亂
起
。

所
以
蕭
・
樊
被
於＊
縲
絏
、
信
・
布
見
於＊
誅
夷
。
馭
將
之
閒
、
可
不
深

愼
之
。

　

將
を
制
御
す
る
に
は
、
必
ず
時
に
應
じ
て
手
綱
を
緩
め
た
り
張
っ

た
り
す
べ
き
で
あ
る
。
事
が
疑
わ
し
け
れ
ば
争
い
が
生
じ
る
し
、
勢

力
が
均
し
け
れ
ば
亂
が
起
こ
る
。
そ
こ
で
蕭
何
と
樊
噲
は
獄
に
繫
が

れ
た
し
、
韓
信
と
黥
布
は
誅
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
將
を
使
い
こ
な

す
に
は
、
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

［
校
　
勘
］

＊
於
：
抄
本
→
于
。

［
注
］

①　

弛
張
從
時　
『
禮
記
』
雜
記
下
に
、「
張
而
不
弛
、
文
武
弗
能
也
。
弛

而
不
張
、
文
武
弗
爲
也
。
一
張
一
弛
、
文
武
之
道
也
」。
鄭
玄
注
に
、

「
張
弛
、
以
弓
弩
喩
人
也
。
弓
弩
久
張
之
則
絶
其
力
、
久
弛
之
則
失
其

體
」。

②　

蕭
・
樊
被
於
縲
絏　

蕭
は
、
蕭
何
（
？
〜
前
一
九
三
）、
泗
水
沛

（
江
蘇
省
）
の
人
。
漢
の
高
祖
の
功
臣
で
、
相
國
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

『
史
記
』
五
三
蕭
相
國
世
家
に
傳
が
あ
る
。
縲
絏
は
、
繩
を
打
た
れ
て

牢
獄
に
繫
が
れ
る
こ
と
。
蕭
何
が
高
祖
に
向
か
っ
て
上
林
苑
の
空
き
地

①

②

③
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を
民
衆
に
開
放
し
て
農
地
と
す
る
よ
う
要
請
し
た
と
き
、
高
祖
は
怒
っ

て
彼
を
捕
縛
し
た
。
蕭
相
國
世
家
に
、「
上
大
怒
曰
、『
相
國
多
受
賈
人

財
物
、
乃
爲
請
吾
苑
』。
乃
下
相
國
廷
尉
、
械
繋
之
」。
し
か
し
、
や
が

て
王
衛
尉
の
と
り
な
し
で
、
高
祖
は
自
分
の
非
を
悟
り
、
蕭
何
を
釈
放

す
る
。「
是
日
、
使
使
持
節
赦
出
相
國
。
相
國
年
老
、
素
恭
謹
、
入
、

徒
跣
謝
。
高
帝
曰
、『
相
國
休
矣
。
相
國
爲
民
請
苑
、
吾
不
許
、
我
不

過
爲
桀
紂
主
、
而
相
國
爲
賢
相
。
吾
故
繋
相
國
、
欲
令
百
姓
聞
吾
過

也
』」。
ま
た
樊
は
、
樊
噲
（
？
〜
前
一
八
九
）。
泗
水
沛
（
江
蘇
省
）

の
人
。
高
祖
を
助
け
て
漢
の
建
國
に
功
績
を
挙
げ
、
こ
と
に
鴻
門
の
會

で
の
活
躍
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
官
は
左
丞
相
、
相
國
に
至
っ
た
。
呂
后

の
妹
を
娶
り
、
呂
氏
一
族
の
簒
奪
計
劃
に
加
担
し
た
こ
と
を
高
祖
に
憎

ま
れ
て
、
斬
死
の
處
分
を
受
け
た
が
、
高
祖
の
死
に
よ
り
刑
を
免
れ
釈

放
さ
れ
た
。『
史
記
』
九
五
樊
噲
列
傳
に
傳
が
あ
る
。

③　

信
・
布
見
於
誅
夷　

信
は
、
韓
信
（
？
〜
前
一
九
六
）、
淮
陰
（
江

蘇
省
）
の
人
。
戦
略
に
長
じ
、
蕭
何
・
張
良
と
共
に
高
祖
を
助
け
、
漢

の
建
國
に
大
き
く
貢
献
し
た
が
、
謀
反
の
罪
で
殺
さ
れ
た
。『
史
記
』

九
二
淮
陰
侯
列
傳
に
傳
が
あ
る
。
布
は
、
黥
布
（
？
〜
前
一
九
五
）。

本
名
は
英
布
。
若
い
と
き
法
を
犯
し
て
黥
刑
に
處
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
黥
布
と
称
さ
れ
る
。
漢
建
國
の
功
臣
の
一
人
で
、
淮
南
王
に
封
ぜ

ら
れ
た
。
謀
反
を
企
て
て
、
敗
死
し
た
。『
史
記
』
九
一
黥
布
列
傳
に

傳
が
あ
る
。

35　

夫
陶
犬
無
守
夜
之
警
、
瓦
雞
無
司
晨
之
益
。
塗
車
不
能
代
勞
、

木
馬
不
中
馳
逐
。
勢
者
君
之
輿
、
威
者
君
之
策
、
臣
者
君
之
馬
、
民

者
君
之
輪
。
勢
固
則
輿
安
、
威
定
則
策
勁
、
臣
從
則
馬
良
、
民
和
則

輪
利
。

　

い
っ
た
い
陶
器
の
犬
は
夜
警
の
役
に
は
立
た
な
い
し
、
焼
き
物
の

鷄
は
朝
を
告
げ
る
用
は
果
た
せ
な
い
。
粘
土
の
車
に
は
人
の
労
力
に

代
わ
る
力
が
無
く
、
木
馬
に
は
疾
走
す
る
力
が
無
い
。
権
勢
は
君
主

の
乗
り
物
、
威
光
は
君
主
の
鞭
、
臣
下
は
君
主
の
馬
、
人
民
は
君
主

の
車
輪
で
あ
る
。
権
勢
が
強
け
れ
ば
乗
り
物
は
安
定
し
、
威
光
が
し

っ
か
り
し
て
い
れ
ば
鞭
は
強
く
、
臣
下
が
従
順
で
あ
れ
ば
馬
の
働
き

は
良
く
、
人
民
が
和
合
す
れ
ば
車
輪
は
よ
く
動
く
。

［
注
］

①　

夫
陶
犬
無
守
夜
之
警
二
句　
『
太
平
御
覧
』
九
〇
五
獸
部
一
七
狗
下

に
引
く
『
抱
朴
子
』
に
、「
陶
犬
無
守
夜
之
益
、
瓦
雞
無
司
晨
之
警
」

（
現
存
の
『
抱
朴
子
』
に
は
見
え
な
い
）。
立
言
篇
下
29
に
も
、「
陶
犬

無
守
夜
之
警
、
瓦
雞
無
司
晨
之
益
。
塗
車
不
能
代
勞
、
木
馬
不
能
馳
逐
。

云
云
」
と
あ
る
。
ま
た
『
太
平
御
覧
』
九
五
三
木
部
二
松
に
は
、『
符

①

②
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子
』
を
引
い
て
、「
符
子
與
子
登
乎
太
山
、
下
臨
千
仞
之
淵
、
上
蔭
百

丈
之
松
、
蕭
蕭
然
神
王
乎
一
丘
矣
。
言
不
出
乎
耒
耜
、
心
不
過
乎
俗
人
。

其
猶
木
犬
守
戸
、
瓦
雞
司
晨
矣
」
と
あ
る
。

②　

塗
車
不
能
代
勞　

塗
車
は
、
粘
土
で
作
っ
た
車
で
、
明
器
（
埋
葬

品
）
に
用
い
ら
れ
た
。『
禮
記
』
檀
弓
下
に
、「
塗
車
芻
靈
、
自
古
有
之
、

明
器
之
道
也
」。『
釋
名
』
釋
喪
制
に
、「
塗
車
、
以
泥
塗
爲
車
也
」。
代

勞
は
、『
抱
朴
子
』
論
仙
篇
に
、「
欲
經
遠
而
乏
舟
車
之
用
、
欲
有
營
而

無
代
勞

0

0

之
役
」。

③　

木
馬
不
中
馳
逐　
『
説
苑
』
談
叢
篇
に
、「
木
馬
不
能
行
、
亦
不
費

食
」。

④　

勢
者
君
之
輿
云
云　
『
鄧
析
子
』
無
厚
篇
に
、「
勢
者
君
之
輿

0

0

0

0

0

、
威
者

0

0

君
之
策

0

0

0

、
臣
者
君
之
馬

0

0

0

0

0

、
民
者
君
之
輪

0

0

0

0

0

。
勢
固
則
輿
安

0

0

0

0

0

、
威
定
則
策
勁

0

0

0

0

0

、

臣0

順
則
馬
良

0

0

0

、
民
和
則
輪
利

0

0

0

0

0

。
爲
國
失
此
、
必
有
覆
車
奔
馬
折
輪
敗
載

之
患
、
安
得
不
危
」。『
藝
文
類
聚
』
五
二
治
政
部
善
政
、『
太
平
御

覧
』
六
二
〇
治
道
部
一
君
に
は
、
い
ず
れ
も
「『
韓
子
』
曰
」
と
し
て

同
趣
旨
の
文
が
引
か
れ
る
。『
韓
非
子
』
外
儲
説
上
に
は
、「
國
者
君
之

車
也
、
勢
者
君
之
馬
也
」
二
句
が
見
え
る
。

36　

獵
猛
虎
者
、
不
於
北
苑＊
、
釣
鯨
鯢
者
、
不
於
南
池
。
何
則
園
非

猛
虎
之
藪
、
池＊
非
鯨
鯢
之
處
也
。
責
罷
者
以
舉
千
鈞
、
督
跛
者
以
及

走
兔
、
驅
騏
驥
於
庭
、
求
猿
猱
於
檻
、
猶
倒
裘
而
索
領
也
。

　

虎
狩
り
を
北
の
宮
苑
で
は
し
な
い
し
、
鯨
捕
り
を
南
の
池
で
は
し

な
い
。
な
ぜ
な
ら
宮
苑
は
虎
の
住
む
藪
で
は
な
い
し
、
池
は
鯨
の
居

場
所
で
は
な
い
か
ら
だ
。
疲
れ
た
人
に
千
鈞
の
重
い
物
を
持
ち
上
げ

よ
と
責
め
た
り
、
足
萎
え
の
人
に
兎
と
競
走
せ
よ
と
求
め
た
り
、
駿

馬
を
庭
園
で
走
ら
せ
た
り
、
猿
に
檻
の
中
で
飛
び
ま
わ
ら
せ
た
り
す

る
の
は
、
皮
衣
を
逆
さ
に
着
て
襟
を
探
す
よ
う
に
理
不
盡
だ
。

［
校
　
勘
］

＊
苑
：
抄
本
・
四
庫
本
→
園
。
抄
本
校
記
に
、「
案
園
、
原
本
作
苑
、
謹
據

下
文
校
改
」。
＊
池
：
底
本
校
記
に
、「
案
池
、
原
本
訛
作
河
、
謹
據
下
文
校

改
」。

［
注
］

①　

獵
猛
虎
者
云
云　
『
鄧
析
子
』
無
厚
篇
に
、「
獵
羆
虎
者
、
不
於
外
圂
、

釣
鯨
鯢
者
、
不
居
清
池
。
何
則
圂
非
羆
虎
之
窟
也
、
池
非
鯨
鯢
之
泉
也
。

（
中
略
）
責0

疲
者
以
舉
千
鈞

0

0

0

0

0

、
責
兀
者
以
及
走
兎

0

0

0

0

0

、
驅0

逸
足
於
庭

0

0

、
求0

猨
捷
於
檻

0

0

、
斯
逆
理
而
求
之
、
猶
倒
裳
而
索
領

0

0

0

0

0

0

」。

37　

諸
子
興
於
戰
國
、
文
集
盛
於
二
漢
、
至
家
家
有
製
、
人
人
有
集
。

其
美
者
足
以
敘
情
志
、
敦
風
俗
、
其
弊
者
祗
以
煩
簡
牘
、
疲
後
生
。

①

①

②
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往
者
既
積
、
來
者
未
已
、
翹
足
志
學
、
白
首
不
徧
。
或
昔
之
所
重
、

今
反
輕
、
今
之
所
重
、
古
之
所
賤
。
嗟
我
後
生
博
達
之
士
、
有
能
品

藻
異
同
、
刪
整
蕪
穢
、
使
卷
無
瑕
玷
、
覽
無
遺
功
、
可
謂
學
矣
。

　

諸
子
は
戦
國
時
代
に
興
隆
し
、
文
集
は
兩
漢
時
代
に
盛
ん
に
な
っ

て
、
諸
家
そ
れ
ぞ
れ
に
書
を
成
し
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
文
集
が
あ
る
。

そ
の
優
れ
た
も
の
は
思
想
感
情
を
述
べ
て
、
風
俗
を
治
め
る
の
に
役

だ
っ
た
が
、
そ
の
劣
っ
た
も
の
は
た
だ
紙
幅
を
費
や
す
だ
け
で
、
後

世
の
人
を
疲
ら
せ
る
。
過
去
の
作
品
の
蓄
積
に
加
え
て
、
將
來
も
作

り
續
け
ら
れ
る
か
ら
、
若
い
こ
ろ
か
ら
學
問
へ
の
強
い
意
欲
を
持
っ

て
い
て
も
、
白
髪
頭
に
な
る
ま
で
ま
だ
全
て
に
目
を
通
せ
な
い
。
ま

た
過
去
に
重
ん
じ
ら
れ
た
が
、
今
で
は
輕
ん
ぜ
ら
れ
る
も
の
も
あ
れ

ば
、
今
は
重
ん
じ
ら
れ
て
い
て
も
、
過
去
に
は
蔑
ま
れ
て
い
た
も
の

も
あ
る
。
後
生
の
博
く
見
識
の
あ
る
人
が
、
よ
く
異
同
を
見
極
め
て
、

蕪
雜
さ
を
削
り
整
え
、
巻
に
缺
陥
が
な
く
、
評
価
に
遺
漏
の
な
い
よ

う
に
し
て
く
れ
る
な
ら
、
學
ぶ
に
値
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

［
注
］

①　

諸
子
興
於
戰
國
云
云　

こ
の
章
は
戰
國
時
代
に
始
ま
る
個
人
の
著
述

に
つ
い
て
述
べ
る
。
特
に
原
據
と
な
る
文
章
は
な
い
。
諸
子
は
、
經
書

を
除
く
諸
學
派
の
書
を
指
す
。『
漢
書
』
藝
文
志
に
、「
戰
國
從
衡
、
眞

僞
分
爭
、
諸
子
之
言
、
紛
然
殽
亂
」。

②　

文
集
盛
於
二
漢　

文
集
は
、
個
人
の
家
集
、『
隋
書
』
經
籍
志
以
後

の
い
わ
ゆ
る
別
集
を
い
う
。『
隋
書
』
經
籍
志
別
集
類
序
に
、「
別
集
之

名
、
蓋
漢
東
京
之
所
創
也
。
自
靈
均
已
降
、
屬
文
之
士
衆
矣
、
然
其
志

尚
不
同
、
風
流
殊
別
。
後
之
君
子
、
欲
觀
其
體
勢
、
而
見
其
心
靈
、
故

別
聚
焉
、
名
之
爲
集
。
辭
人
景
慕
、
並
自
記
載
、
以
成
書
部
」。
な
お

「
文
集
」
の
語
は
、
劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
隱
秀
篇
に
、「
凡
文
集

0

0

勝
篇
、

不
盈
十
一
、
篇
章
秀
句
、
裁
可
百
二
」。
同
時
代
の
沈
約
『
宋
書
』
に

は
、「
文
集

0

0

傳
於
世
」（
五
七
蔡
興
宗
傳
、
六
〇
王
韶
之
傳
）
な
ど
の
句

が
頻
用
さ
れ
る
。

③　

來
者　
『
論
語
』
子
罕
篇
に
、「
後
生
可
畏
。
焉
知
來
者

0

0

之
不
如
今

也
」。

④　

翹
足
志
學　
「
翹
足
」
は
、
爪
先
だ
っ
て
待
望
す
る
。『
後
漢
書
』
五

六
陳
球
傳
に
、「
政
出
聖
主
、
天
下
太
平
、
可
翹
足

0

0

而
待
也
」。「
志

學
」
は
、『
論
語
』
爲
政
篇
に
、「
吾
十
有
五
而
志0

于
學0

、
三
十
而
立
、

四
十
而
不
惑
、
五
十
而
知
天
命
、
六
十
而
耳
順
、
七
十
而
從
心
所
欲
、

不
踰
矩
」。

⑤　

品
藻　

揚
雄
『
法
言
』
に
、「
仲
尼
之
後
、
訖
于
漢
道
、
德
行
顔
・

閔
、
股
肱
蕭
・
曹
、
爰
及
名
將
尊
卑
之
條
、
稱
述
品
藻

0

0

」。
こ
の
文
を

③

④

⑤

⑥

⑦
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引
く
『
漢
書
』
揚
雄
傳
の
顔
師
古
注
に
、「
品
藻

0

0

者
、
定
其
差
品
及
文

質
」。

⑥　

蕪
穢　

梁
の
昭
明
太
子
蕭
統
「
文
選
序
」
に
、「
自
姫
漢
以
來
、
眇

焉
悠
邈
、
時
更
七
代
、
數
逾
千
祀
、
詞
人
才
子
則
名
溢
於
縹
嚢
、
飛
文

染
翰
則
巻
盈
乎
緗
帙
。
自
非
略
其
蕪
穢

0

0

、
集
其
清
英
、
蓋
欲
兼
功
大
半

難
矣
」。

⑦　

可
謂
學
矣　
『
大
戴
禮
記
』
曽
子
立
事
篇
に
、「
曽
子
曰
、『
君
子
攻

其
惡
、
求
其
過
、
彊
其
所
不
能
、
去
私
欲
、
從
事
於
義
、
可
謂
學
矣

0

0

0

0

』」。

38　

夫
聰
明
疏＊
通
者
戒
於＊
太
察
、
寡
聞
少
見
者
戒
於
壅
蔽
、
勇
猛
剛

強
者
戒
於
太
暴
、
仁
愛
溫
良
者
戒
於
無
斷
也
。

　

い
っ
た
い
聰
明
で
も
の
ご
と
に
通
じ
て
い
る
者
は
過
剰
な
洞
察
力

を
自
戒
し
、
寡
聞
で
識
見
に
乏
し
い
者
は
塞
ぎ
蔽
わ
れ
る
點
を
自
戒

し
、
勇
猛
で
剛
強
な
者
は
無
暴
さ
を
自
戒
し
、
人
情
深
く
穏
健
な
者

は
決
斷
の
惡
さ
を
自
戒
す
る
。

［
校
　
勘
］

＊
疏
：
抄
本
→
疎
。
＊
於
：
抄
本
→
于
。

［
注
］

①　

夫
聰
明
疏
通
者
戒
於
太
察
云
云　
『
漢
書
』
八
一
匡
衡
傳
に
引
く
匡

衡
の
上
疏
に
、「
治
性
之
道
、
必
審
己
之
所
有
餘
、
而
強
其
所
不
足
。

蓋
聰
明
疏
通
者
戒
於
大
察

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
寡
聞
少
見
者
戒
於
雍
蔽

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
勇
猛
剛
強
者
戒

0

0

0

0

0

0

於
大
暴

0

0

0

、
仁
愛
温
良
者
戒
於
無
斷

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
湛
静
安
舒
者
戒
於
後
時
、
廣
心
浩

大
者
戒
於
遺
亡
。
必
審
己
之
所
當
戒
、
而
齊
之
以
義
、
然
後
中
和
之
化

應
、
而
巧
僞
之
徒
不
敢
比
周
而
望
進
」。

②　

壅
蔽　
『
漢
書
』
は
「
壅
」
を
「
雍
」
に
作
り
、
顔
師
古
注
に
、「
雍

讀
曰
壅
」。

39　

世
有
習
干
戈
者
、
賤
乎
俎
豆
、
修
儒
行
者
、
忽
行＊
武
功
。
范
甯

以
王
弼
比
桀
・
紂
、
謝
混
以
簡
文
方
赧
・
獻
、
季＊
長
有
顯
武
之
論
、

文
度＊
有
廢
莊
之
説
、
余
以
爲
不
然
。
余
以
孫
・
呉
爲
營
壘
、
以
周
・

孔
爲
冠
帶
、
以
老
・
莊
爲
歡
宴
、
以
權
實
爲
稻
糧
、
以
卜
筮
爲
神
明
、

以
政
治
爲
手
足
。
一
圍
之
木
持
千
鈞
、
五
寸
之
楗
制
開
闔
。
總
之
者

明
也
。

　

世
に
は
武
事
に
習
熟
し
た
者
は
、
と
か
く
文
事
を
粗
末
に
し
、
儒

家
の
敎
理
に
通
じ
た
者
は
、
と
か
く
武
事
を
疎
か
に
す
る
。
范
甯
は

王
弼
を
桀
・
紂
の
よ
う
な
暴
君
に
な
ぞ
ら
え
、
謝
混
は
晉
の
簡
文
帝

①

②

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭
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を
周
の
赧
王
や
漢
の
獻
帝
の
よ
う
な
亡
國
の
君
主
に
た
と
え
た
し
、

馬
融
（
季
長
）
に
は
武
事
を
稱
揚
す
る
論
が
あ
り
、
王
坦
之
（
文

度
）
に
は
莊
子
抹
殺
の
説
が
あ
る
が
、
わ
た
し
は
同
意
で
き
な
い
。

わ
た
し
の
考
え
で
は
孫
武
と
呉
起
は
陣
地
に
、
周
公
と
孔
子
は
禮
制

に
、
老
子
と
莊
子
は
宴
席
に
、
佛
法
は
食
糧
に
、
卜
筮
は
神
の
智
惠

に
、
政
治
は
手
足
に
相
當
す
る
。
一
圍
え
の
木
で
千
鈞
の
重
さ
を
支

え
、
五
寸
の
閂
で
門
の
開
閉
を
つ
か
さ
ど
る
。
中
樞
に
あ
っ
て
一
切

を
總
べ
る
の
は
明
智
で
あ
る
。

［
校
　
勘
］

＊
行
：
抄
本
→
乎
。
＊
季
：
底
本
は
「
李
」
に
作
る
が
、
抄
本
・
四
庫
本
に

よ
り
改
め
る
。*

度
：
底
本
を
は
じ
め
諸
本
と
も
「
莊
」
に
作
る
が
、『
晉

書
』
王
坦
之
傳
に
よ
り
改
め
る
。

［
注
］

①　

世
有
習
干
戈
者
云
云　

世
に
行
な
わ
れ
る
諸
學
派
の
思
想
に
は
そ
れ

ぞ
れ
社
會
的
な
存
在
意
義
が
あ
る
と
い
う
持
論
を
説
く
。「
干
戈
」
は
、

た
て
と
ほ
こ
で
、
武
器
の
総
稱
、
ま
た
戰
爭
。

②　

俎
豆　

祭
祀
に
用
い
ら
れ
る
ま
な
板
と
高
坏
。
儒
家
の
儀
禮
を
象
徴

す
る
。『
論
語
』
衞
靈
公
篇
に
、「
衞
靈
公
問
陳
於
孔
子
。
孔
子
對
曰
、

『
俎
豆

0

0

之
事
、
則
嘗
聞
之
矣
。
軍
旅
之
事
、
未
之
學
也
』。
明
日
遂
行
」。

『
論
語
』
を
意
識
し
つ
つ
武
事
と
對
應
さ
せ
た
例
と
し
て
、『
文
選
』

二
六
、
晉
の
潘
尼
の
「
迎
大
駕
」
に
、「
俎
豆

0

0

昔
嘗
聞
、
軍
旅
素
未
習
。

且
少
停
君
駕
、
徐
待
干
戈

0

0

戢
」。

③　

儒
行　
『
禮
記
』
に
儒
行
篇
が
あ
り
、
鄭
玄
注
に
、「
以
其
記
有
道
德

之
所
行
。
儒
之
言
、
優
也
、
和
也
。
言
能
安
人
能
服
人
也
」。

④　

武
功　
『
詩
』
豳
風
「
七
月
」
に
、「
二
之
日
其
同
、
載
纘
武
功

0

0

」。

孔
穎
達
疏
に
、「
至
二
之
日
之
時
、
君
臣
及
其
民
倶
出
田
獵
、
則
繼
續

武
事
、
年
常
習
之
、
使
不
忘
戰
也
」。

⑤　

范
甯
以
王
弼
比
桀
・
紂　

范
甯
（
三
三
九
〜
四
〇
一
）、
字
は
伯
孫
。

南
陽
順
陽
（
河
南
省
）
の
人
。
東
晉
の
中
書
侍
郎
か
ら
豫
章
太
守
に
至

っ
た
。
經
學
に
勤
め
、
著
書
に
『
春
秋
穀
梁
傳
集
解
』
が
あ
る
。『
晉

書
』
七
五
本
傳
に
、「
時
以
浮
虛
相
扇
、
儒
雅
日
替
、
甯
以
爲
其
源
始

於
王
弼

0

0

・
何
晏

0

0

、
二
人
之
罪
深
於
桀0

・
紂0

、
乃
著
論
曰
、『（
上
略
）

王
・
何
蔑
棄
典
文
、
不
遵
禮
度
、
游
辭
浮
説
、
波
蕩
後
生
、
飾
華
言
以

翳
實
、
騁
繁
文
以
惑
世
。
搢
紳
之
徒
、
翻
然
改
轍
、
洙
泗
之
風
、
緬
焉

將
墜
。
遂
令
仁
義
幽
淪
、
儒
雅
蒙
塵
、
禮
壞
樂
崩
、
中
原
傾
覆
。
古
之

所
謂
言
僞
而
辯
、
行
僻
而
堅
者
、
其
斯
人
之
徒
歟
。
云
云
』」。

⑥　

謝
混
以
簡
文
方
赧
・
獻　

謝
混
（
？
〜
四
一
二
）、
字
は
叔
源
。
梁

國
陽
夏
（
河
南
省
）
の
人
。
東
晉
の
文
人
で
、
官
は
中
書
僕
射
に
至
っ

た
。『
晉
書
』
七
九
に
傳
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
引
か
れ
る
よ
う

な
謝
混
の
論
は
、『
晉
書
』
で
は
謝
靈
運
の
發
言
と
し
て
見
え
る
。『
晉

書
』
九
簡
文
帝
紀
に
、「
帝
雖
神
識
恬
暢
、
而
無
濟
世
大
略
、
故
謝
安
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稱
爲
惠
帝
之
流
、
清
談
差
勝
耳
。
沙
門
支
道
林
嘗
言
、『
會
稽
有
遠
體

而
無
遠
神
』。
謝
霊
運
迹
其
行
事
、
亦
以
爲
赧0

・
獻0

之
輩
云
。
云
云
」。

赧
王
は
、
周
の
最
後
の
帝
。
獻
帝
は
、
後
漢
の
最
後
の
帝
。

⑦　

季
長
有
顯
武
之
論　
「
季
長
」
は
、
馬
融
（
七
九
〜
一
六
六
）
の
字
。

扶
風
茂
陵
（
陝
西
省
）
の
人
。
後
漢
の
代
表
的
な
儒
者
・
文
人
で
、
大

儒
鄭
玄
は
門
人
の
一
人
。
官
は
南
郡
太
守
に
至
っ
た
。『
後
漢
書
』
六

〇
上
に
傳
が
あ
る
。
本
傳
に
、「（
永
初
）
四
年
、
拝
爲
校
書
郎
中
、
詣

東
觀
典
校
秘
書
。
是
時
鄧
太
后
臨
朝
、
隲
兄
弟
輔
政
。
而
俗
儒
世
士
、

以
爲
文
德
可
興
、
武
功
宜
廢
、
遂
寢
蒐
狩
之
禮
、
息
戰
陳
之
法
、
故
猾

賊
從
橫
、
乘
此
無
備
。
融
乃
感
激
、
以
爲
文
武
之
道
、
聖
賢
不
墜
、
五

才
之
用
、
無
或
可
廢
。
元
初
二
年
、
上
「
廣
成
頌
」
以
諷
諫
」。

⑧　

文
度
有
廢
莊
之
説　
「
文
度
」
は
、
王
坦
之
（
三
三
〇
〜
三
七
五
）

の
字
。
太
原
晉
陽
（
山
西
省
）
の
人
。
官
は
東
晉
の
徐
州
・
兗
州
刺
史

に
至
っ
た
。
刑
名
の
學
を
尚
び
、
時
俗
の
放
蕩
を
批
判
し
た
。『
晉

書
』
七
五
に
傳
が
あ
る
。
本
傳
に
、「
坦
之
有
風
格
、
尤
非
時
俗
放
蕩
、

不
敦
儒
敎
、
頗
尚
刑
名
學
、
著
「
廢
莊

0

0

論
」
曰
、
云
云
」。

⑨　

孫
・
呉　
「
孫
」
は
、
孫
武
。
春
秋
齊
の
樂
安
の
人
。「
呉
」
は
、
呉

起
。
戰
國
衞
の
左
氏
の
人
。
と
も
に
著
名
な
兵
法
家
で
、『
史
記
』
六

五
孫
子
呉
起
列
傳
に
傳
が
あ
る
。『
荀
子
』
議
兵
篇
に
、「
善
用
兵
者
、

感
忽
悠
闇
、
莫
知
其
所
從
出
。
孫0

・
呉0

用
之
、
無
敵
於
天
下
、
豈
必
待

附
民
哉
」。

⑩　

周
・
孔　

周
公
と
孔
子
。
儒
家
を
代
表
す
る
存
在
。『
文
選
』
一
五
、

漢
の
張
衡
の
「
歸
田
賦
」
に
、「
彈
五
絃
之
妙
指
、
詠
周0

・
孔0

之
圖
書
」。

⑪　

老
・
莊　

老
子
（
老
聃
）
と
莊
子
（
莊
周
）。
道
家
を
代
表
す
る
存

在
。

⑫　

權
實　

佛
敎
を
い
う
。
こ
と
分
け
す
れ
ば
、
權
敎
と
實
敎
。「
權
」

は
、
假
り
の
も
の
の
意
で
、
佛
敎
で
い
う
方
便
に
當
た
る
。「
實
」
は
、

眞
實
不
變
の
敎
え
。
佛
敎
の
敎
え
は
そ
の
兩
面
か
ら
成
る
。『
廣
弘
明

集
』
二
〇
、
梁
簡
文
帝
蕭
綱
の
「
大
法
頌
序
」
に
、「
將
欲
改
權0

、
敎

示
實0

道
」。
ま
た
「
二
諦
現
空
有
之
津
、
二
智
包
權
實

0

0

之
底
」。

⑬　

神
明　
『
易
』
繋
辭
傳
下
に
、「
乾
坤
其
易
之
門
邪
。
乾
陽
物
也
、
坤

陰
物
也
。
陰
陽
合
德
而
剛
柔
有
體
、
以
體
天
地
之
撰
、
以
通
神
明

0

0

之
德
。

其
稱
名
也
、
雜
而
不
越
」。

⑭　

一
圍
之
木
持
千
鈞
二
句　
『
淮
南
子
』
主
術
訓
に
、「
故
十
圍
之
木
、

持
千
鈞

0

0

0

之
屋
、
五
寸

0

0

之
鍵
、
制
開
闔

0

0

0

。
豈
其
材
之
巨
小
哉
、
所
居
要

也
」。
ま
た
『
説
苑
』
叢
談
に
、「
一
圍

0

0

之
木
、
持
千
鈞

0

0

之
屋
、
五
寸
之

鍵
、
而
制
開
闔

0

0

0

。
豈
材
足
任
哉
、
蓋
所
居
要
也
」。

40　

顏
囘
希
舜＊
、
所
以
早
亡
、
賈
誼
好
學
、
遂
令
速
殞
。
揚
雄
作
賦
、

有
夢
腸
之
談
、
曹
植
爲
文
、
有
反
胃
之
論
。
生
也
有
涯
、
智
也
無
涯
。

以
有
涯
之
生
、
逐
無
涯
之
智
。
余
將
養
性
養
神
、
獲
麟
於
金
樓
之
制

也
。

　

顔
回
は
舜
の
よ
う
に
あ
り
た
い
と
願
っ
た
が
ゆ
え
に
、
早
く
亡
く

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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な
り
、
賈
誼
は
學
問
を
好
む
あ
ま
り
、
壽
命
を
縮
め
た
。
揚
雄
は
賦

を
制
作
中
に
、
辛
苦
の
あ
ま
り
腸
が
飛
び
出
す
夢
を
見
た
と
い
わ
れ
、

曹
植
は
文
章
創
作
の
折
り
、
考
え
つ
め
て
胃
が
逆
し
ま
に
な
っ
た
と

い
う
話
が
あ
る
。
人
の
生
命
に
は
限
り
が
あ
る
が
、
智
の
働
き
は
無

限
で
あ
る
。
我
々
は
有
限
の
生
命
に
よ
っ
て
、
無
限
の
智
を
追
求
し

て
い
る
。
わ
た
し
は
生
命
と
精
神
を
大
切
に
守
り
な
が
ら
、『
金
樓

子
』
を
終
生
の
作
と
し
て
完
成
さ
せ
た
い
も
の
だ
。

［
校
　
勘
］

＊
舜
：
抄
本
→
聖
。

［
注
］

①　

顏
囘
希
舜
二
句　

顔
回
（
前
五
二
一
〜
前
四
九
〇
）、
字
は
子
淵
。

顔
淵
と
も
い
う
。
春
秋
魯
の
人
で
、
孔
子
門
下
の
最
も
優
れ
た
弟
子
だ

っ
た
が
、
三
十
二
歲
に
し
て
師
に
先
だ
っ
て
死
ん
だ
。『
史
記
』
仲
尼

弟
子
列
傳
に
傳
が
あ
る
。『
論
語
』
雍
也
篇
に
、「
哀
公
問
、『
弟
子
孰

爲
好
學
』。
孔
子
對
曰
、『
有
顔
回
者
、
好
學
、
不
遷
怒
、
不
貳
過
。
不

幸
短
命
死
矣
、
今
也
則
亡
。
未
聞
好
學
者
也
』」。
顔
回
が
魯
の
定
公
に

對
し
て
、
舜
の
政
治
を
稱
賛
し
た
話
が
『
荀
子
』
哀
公
篇
に
見
え
る
。

「
昔
舜
巧
於
使
民
、
而
造
父
巧
於
使
馬
。
舜
不
窮
其
民
、
造
父
不
窮
其

馬
、
是
舜
無
失
民
、
造
父
無
失
馬
也
」。

②　

賈
誼
好
學
二
句　

賈
誼
（
前
二
〇
〇
〜
前
一
六
八
）
は
、
洛
陽
（
河

南
省
）
の
人
。
年
少
に
し
て
諸
家
の
書
に
通
じ
、
前
漢
の
文
帝
に
召
さ

れ
て
博
士
と
な
っ
た
。
ほ
ど
な
く
太
中
大
夫
に
抜
擢
さ
れ
、
禮
樂
制
度

に
つ
い
て
獻
策
を
行
な
う
な
ど
才
子
ぶ
り
を
発
揮
し
た
が
、
周
圍
の
妬

み
を
蒙
っ
て
宮
廷
を
追
わ
れ
、
長
沙
王
の
太
傅
、
次
い
で
梁
の
懷
王
の

太
傅
に
左
遷
さ
れ
た
。
梁
王
が
落
馬
し
て
死
ぬ
と
、
悲
歎
の
あ
ま
り
亡

く
な
っ
た
。『
史
記
』
八
四
、『
漢
書
』
四
八
に
傳
が
あ
る
。『
史
記
』

に
、「
居
數
年
、
懷
王
騎
、
墮
馬
而
死
、
無
後
。
賈
生
自
傷
爲
傅
無
狀
、

哭
泣
歲
餘
、
亦
死
。
賈
生
之
死
、
時
年
三
十
三
矣
」。

③　

揚
雄
作
賦
二
句　

揚
雄
（
前
五
三
〜
一
八
）、
字
は
子
雲
。
蜀
郡
成

都
（
四
川
省
）
の
人
。
前
漢
後
期
を
代
表
す
る
學
者
・
文
人
。
成
帝
の

時
代
に
侍
郎
か
ら
給
事
黄
門
と
な
り
、
新
の
王
莽
政
権
下
で
大
夫
と
な

っ
た
。『
漢
書
』
八
七
に
傳
が
あ
る
。『
文
選
』
七
に
収
め
ら
れ
る
揚
雄

「
甘
泉
賦
」
の
李
善
注
に
桓
譚
『
新
論
』
を
引
い
て
、「
雄
作
「
甘
泉

賦
」
一
首
、
始
成
、
夢
腸

0

0

出
、
収
而
内
之
、
明
日
遂
卒
」。『
藝
文
類

聚
』
七
五
方
術
部
疾
・『
意
林
』
三
に
も
引
か
れ
、
文
に
多
少
の
異
同

が
あ
る
。

④　

曹
植
爲
文
二
句　

曹
植
（
一
九
二
〜
二
三
二
）、
字
は
子
建
。
魏
の

武
帝
曹
操
の
第
三
子
。
文
才
に
秀
で
、
鍾
嶸
『
詩
品
』
に
よ
っ
て
漢
魏

以
來
最
高
の
詩
人
と
評
價
さ
れ
た
。『
三
國
志
』
魏
書
一
九
に
傳
が
あ

る
。
説
蕃
篇
22
参
照
。『
太
平
御
覧
』
三
七
六
人
事
部
一
七
胃
に
引
か

れ
る
『
魏
略
』
に
、「
陳
思
王
精
意
著
作
、
食
飲
損
減
、
得
反
胃

0

0

病
也
」。
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金
樓
子
訳
注
（
十
四
）（
興
膳
）

⑤　

生
也
有
涯
云
云　
『
莊
子
』
養
生
主
篇
に
、「
吾
生
也
有
涯

0

0

0

、
而
知
也

無
涯
。
以
有
涯

0

0

隨
無
涯
、
殆
已
。
已
而
爲
知
者
殆
而
已
矣
」。

⑥　

養
性
養
神　
「
養
性
」
は
、『
莊
子
』
に
い
う
「
養
生
」
に
同
じ
。

『
淮
南
子
』
俶
眞
訓
に
、「
静
漠
恬
澹
、
所
以
養
性
也
」。「
養
神
」
は
、

『
莊
子
』
刻
意
篇
に
、「
純
粹
而
不
雜
、
静
一
而
不
變
、
惔
而
無
爲
、

動
而
以
天
行
、
此
養
神

0

0

之
道
也
」。

⑦　

獲
麟　
『
春
秋
左
氏
傳
』
哀
公
十
四
年
の
經
文
に
、「
十
有
四
年
春
、

西
狩
獲
麟
」。
杜
預
注
に
、「
麟
者
仁
獸
、
聖
王
之
嘉
瑞
也
。
時
無
明
王
、

出
而
遇
獲
。
仲
尼
傷
周
道
之
不
興
、
感
嘉
瑞
之
無
應
、
故
因
『
魯
春

秋
』
而
脩
中
興
之
敎
、
絶
筆
於
獲
麟

0

0

之
一
句
、
所
感
而
作
、
固
所
以
爲

終
也
」。

41　

夫
石
田
不
生
五
穀
、
構
山
不
游
麋
鹿
、
何
哉＊
。
以
其
無
所
因
也
。

故
龍
藉
風
而
飛
、
龜
由
火
而
兆
、
有
其
資
焉
。
常
善
利
物
、
無
棄
人

也
。
富
貴
不
可
以
傲
貧
、
賢
明
不
可
以
輕
暗
。
夷
吾
侈
而
鮑
叔
廉
、

其
性
不
同
也
。
張
竦
潔
而
陳
遵
汚
、
其
行
不
齊
也
。
然
而
終
能
相
善

者
、
葢
無
棄
人
之
謂
也
。

　

い
っ
た
い
石
こ
ろ
の
田
地
に
五
穀
が
育
た
ず
、
人
工
の
築
山
に
鹿

が
遊
ば
な
い
の
は
、
な
ぜ
か
。
そ
の
據
り
ど
こ
ろ
と
な
る
も
の
が
な

い
か
ら
だ
。
だ
か
ら
龍
が
風
の
力
を
借
り
て
飛
び
、
龜
が
火
に
炙
ら

れ
て
兆
し
を
現
わ
す
の
は
、
持
ち
前
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
だ
。

常
に
善
く
人
を
利
す
る
も
の
は
、
ど
ん
な
人
も
見
棄
て
な
い
。
富
め

る
者
が
貧
し
い
者
を
あ
な
ど
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
賢
い
者
が
愚
か

な
者
を
軽
ん
じ
て
は
な
ら
な
い
。
管
仲
（
夷
吾
）
は
贅
澤
で
鮑
叔
牙

は
質
素
な
の
に
［
二
人
が
親
密
だ
っ
た
の
は
］、
二
人
の
氣
質
が
違

っ
て
い
た
か
ら
だ
。
張
竦
は
つ
つ
ま
し
く
陳
遵
は
だ
ら
し
な
い
の
に

［
彼
ら
の
友
情
が
厚
か
っ
た
の
は
］、
二
人
の
行
動
が
異
な
っ
て
い

た
か
ら
だ
。
對
照
的
な
個
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
ず
っ
と
仲
が
良
か
っ

た
の
は
、
相
手
を
見
棄
て
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

［
校
　
勘
］

＊
哉
：
抄
本
→
者
。

［
注
］

①　

夫
石
田
不
生
五
穀　
『
淮
南
子
』
道
應
訓
に
、「
灃
水
之
深
千
仞
、
而

不
受
塵
垢
、
投
金
鐡
鍼
焉
、
則
形
見
於
外
。
非
不
深
且
清
也
、
魚
鼈
龍

蛇
莫
之
肯
歸
也
。
是
故
石
上
不
生
五
穀

0

0

0

0

0

0

、
禿
山
不
游
麋
鹿
、
無
所
陰
蔽

隠
也
」。『
文
子
』
上
禮
篇
に
も
ほ
ぼ
同
じ
文
が
あ
る
。

②　

構
山　

庭
園
な
ど
に
造
る
築
山
。『
太
平
御
覧
』
一
九
六
居
處
部
二

①

②③

④

⑤

⑥
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四
苑
圃
に
『
渚
宮
故
事
』
を
引
い
て
、「
湘
東
王
於
子
城
中
造
湘
東
苑
。

穿
地
構
山

0

0

、
長
數
百
丈
、
植
蓮
蒲
、
緣
岸
雜
以
奇
木
、
其
上
有
通
波
閣
、

跨
水
爲
之
。
云
云
」。
な
お
湘
東
王
と
は
、『
金
樓
子
』
の
著
者
蕭
繹
の

こ
と
。

③　

故
龍
藉
風
而
飛
二
句　
『
大
戴
禮
記
』
曽
子
天
圓
篇
に
、「
龍
非
風
不

舉
、
龜
非
火
不
兆
」。「
龜
」
と
は
、
占
い
に
用
い
る
龜
の
甲
羅
を
い
う
。

『
説
文
解
字
』
卜
部
に
、「
挑褂
、
灼
龜
坼
也
。
從
卜
兆
、
象
形
」。

④　

常
善
利
物
二
句　
『
老
子
』
第
二
十
七
章
に
、「
是
以
聖
人
常
善
救
人
、

故
無
棄
人

0

0

0

。
常
善
救
物
、
故
無
棄
物
、
是
謂
襲
明
。
故
善
人
者
不
善
人

之
師
、
不
善
人
者
善
人
之
資
。
不
貴
其
師
、
不
愛
其
資
、
雖
智
大
迷
、

是
謂
要
妙
」。

⑤　

夷
吾
侈
而
鮑
叔
廉
四
句　
『
意
林
』
五
に
引
く
魏
文
帝
『
典
論
』
に
、

「
夷
吾
侈
而
鮑
叔
廉
、
此
其
志
不
同
也
。
張
竦
潔
而
陳
遵
汚
、
此
其
行

不
齊
也
」。「
夷
吾
」
は
、
管
仲
の
字
。
本
篇
24
に
既
出
。
そ
の
注
④
参

照
。
管
仲
と
鮑
叔
牙
と
の
友
情
は
、『
史
記
』
六
二
管
晏
列
傳
に
描
か

れ
る
。「
管
夷
吾
者
、
潁
上
人
也
。
少
時
常
與
鮑
叔
牙
游
、
叔
牙
知
其

賢
。
管
仲
貧
困
、
鮑
叔
終
善
遇
之
、
不
以
爲
言
」。
そ
し
て
管
仲
が
栄

達
し
て
の
ち
の
述
懷
に
、「
吾
始
困
時
、
嘗
與
鮑
叔
賈
、
分
財
利
多
自

與
、
鮑
叔
不
以
我
爲
貪
、
知
我
貧
也
。
吾
嘗
爲
鮑
叔
謀
事
而
更
窮
困
、

鮑
叔
不
以
我
爲
愚
、
知
時
有
利
不
利
也
。
吾
嘗
三
仕
三
見
逐
於
君
、
鮑

叔
不
以
我
爲
不
肖
、
知
我
不
遭
時
也
。
吾
嘗
三
戰
三
走
、
鮑
叔
不
以
我

爲
怯
、
知
我
有
老
母
也
。
公
子
糾
敗
、
召
忽
死
之
、
吾
幽
囚
受
辱
、
鮑

叔
不
以
我
爲
無
恥
、
知
我
不
羞
小
節
而
恥
功
名
不
顯
於
天
下
也
。
生
我

者
父
母
、
知
我
者
鮑
子
也
」。
二
人
の
友
情
は
「
管
鮑
交
」
と
し
て
名

高
い
。
な
お
管
仲
の
奢
侈
に
つ
い
て
は
、
傳
の
末
尾
に
次
の
よ
う
に
あ

る
。「
管
仲
富
擬
於
公
室
、
有
三
歸
、
反
坫
、
齊
人
不
以
爲
侈
」。

⑥　

張
竦
潔
而
陳
遵
汚　

張
竦
と
陳
遵
は
前
漢
末
の
人
。『
漢
書
』
九
二

游
俠
傳
の
陳
遵
傳
に
、「
遵
少
孤
、
與
張
竦
伯
松
倶
爲
京
兆
史
。
竦
博

學
通
達
、
以
廉
儉
自
守
、
而
遵
放
縱
不
拘
、
操
行
雖
異
、
然
相
親
友
、

哀
帝
之
末
倶
著
名
字
、
爲
後
進
冠
。（
中
略
）（
遵
）
常
謂
張
竦
、『
吾

與
爾
猶
是
矣
。
足
下
諷
誦
經
書
、
苦
身
自
約
、
不
敢
蹉
跌
、
而
我
放
意

自
恣
、
浮
湛
俗
間
、
官
爵
功
名
、
不
減
於
子
、
而
差
獨
樂
、
顧
不
優

邪
』。
竦
曰
、『
人
各
有
性
、
長
短
自
裁
。
子
欲
爲
我
亦
不
能
、
吾
而
效

子
亦
敗
矣
。
雖
然
、
學
我
者
易
持
、
效
子
者
難
將
、
吾
常
道
也
』」。

42　

或
説
「
人
須
才
學
、
不
資
矜
素＊
」、
余
謂
不
然
。
昔
孔
文
舉
有

言
、「
三
人
同
行
、
兩
人
聰
雋
、
一
夫
底
下
。
饑＊
年
無
食
、
謂
宜
食

底
下
者
。
譬
猶
蒸
一
猩
猩
、
煮
一
鸚
鵡
耳
」。
此
葢
悖
道
之
言
也
、

寧
有
是
乎
。
禰
衡
云
、「
荀
彧
彊
可
與
語
、
餘
人
皆
酒
甕＊
飯
囊
」。
魏

時
劉
陶
語
人
曰
、「
智
者
弄
愚
人
、
如
弄
一
丸
於
掌
中
」。

　

あ
る
人
が
「
人
は
才
知
と
學
問
こ
そ
が
大
切
で
、
慎
み
深
さ
な
ど

必
要
な
い
」
と
言
っ
た
が
、
わ
た
し
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
む
か
し

①

②

③④

⑤

⑥

⑦
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孔
融
（
文
舉
）
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
。「
三
人
が
連
れ
だ
っ
て

旅
を
し
た
の
に
、
二
人
は
聰
明
な
人
で
、
一
人
は
知
能
が
劣
っ
た
。

［
聰
明
な
二
人
が
思
う
に
は
］
饑
饉
の
年
で
食
糧
が
な
い
か
ら
、
あ

の
劣
っ
た
奴
を
食
べ
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
は
猩
猩
を
蒸
し
焼
き

に
し
た
り
、
鸚
鵡
を
煮
て
食
べ
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
。
こ
れ
は
人

の
道
に
悖
る
言
で
あ
り
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
よ
い
は
ず
が
な
い
。

禰
衡
が
言
う
に
は
、「
荀
彧
は
ど
う
に
か
話
が
で
き
る
が
、
他
の
連

中
は
み
な
酒
が
め
か
飯
袋
の
よ
う
な
奴
だ
」。
魏
の
時
代
の
劉
陶
が

人
に
言
っ
た
こ
と
に
、「
智
者
が
愚
人
を
翻
弄
す
る
の
は
、
手
の
ひ

ら
で
玉
を
こ
ろ
が
す
よ
う
な
も
の
だ
」。

［
校
　
勘
］

＊
不
資
矜
素
：
底
本
の
校
注
に
、「
案
此
句
疑
誤
」。
抄
本
→
按
此
句
疑
訛
。

＊
饑
：
抄
本
→
飢
。
＊
甕
：
四
庫
本
→
瓮
。
瓮
は
甕
と
同
義
。

［
注
］

①　

不
資
矜
素　

底
本
の
校
注
に
「
案
此
句
疑
誤
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ

の
句
よ
く
讀
め
な
い
。
ま
た
前
後
の
脈
絡
に
曖
昧
な
箇
所
が
あ
る
。

「
矜
素
」
の
語
の
用
例
は
未
見
。
許
逸
民
『
校
箋
』
は
「
不
矜
資
素
」

に
作
る
べ
き
だ
と
す
る
。

②　

昔
孔
文
舉
有
言
云
云　

孔
文
舉
は
、
孔
融
。
31
に
既
出
。
そ
の
注
①

参
照
。
以
下
の
文
の
趣
意
は
、『
意
林
』
五
に
引
く
楊
泉
『
物
理
論
』

に
ほ
ぼ
見
合
う
。『
物
理
論
』
を
原
據
と
し
て
手
を
加
え
た
も
の
か
。

「
漢
末
有
管
秋
陽
者
、
與
弟
及
伴
一
人
避
亂
倶
行
。
天
雨
雪
、
糧
絶
、

謂
其
弟
曰
、『
今
不
食
伴
則
三
人
倶
死
』。
乃
與
弟
共
殺
之
、
得
糧
達
舎
、

後
遇
赦
無
罪
。
此
人
可
謂
善
士
乎
。
孔
文
舉
曰
、『
管
秋
陽
愛
先
人
遺

體
、
食
伴
無
嫌
也
』。
荀
侍
中
難
曰
、『
秋
陽
貪
生
殺
生
、
豈
不
罪
邪
』。

文
舉
曰
、『
此
伴
非
會
友
也
。
若
管
仲
啖
鮑
叔
、
貢
禹
食
王
陽
、
此
則

不
可
。
向
所
殺
者
、
猶
鳥
獸
而
能
言
耳
。
今
有
犬
齧
一
狸
、
狸
齧
一
鸚

䳇
、
何
足
怪
也
。
昔
重
耳
戀
齊
女
而
欲
食
狐
偃
、
叔
敖
怒
楚
師
而
欲
食

伍
參
、
賢
哲
之
忿
、
猶
欲
啖
人
、
而
況
遭
窮
者
乎
』」。

③　

底
下　
『
釋
名
』
釋
地
に
、「
地
、
底
也
。
其
體
底
下

0

0

、
載
萬
物
也
」。

④　

譬
猶
蒸
一
猩
猩
二
句　
『
禮
記
』
曲
禮
上
に
、「
鸚
鵡

0

0

能
言
、
不
離
飛

鳥
、
猩
猩

0

0

能
言
、
不
離
禽
獸
。
今
人
而
無
禮
、
雖
能
言
、
不
亦
禽
獸
之

心
乎
」。

⑤　

禰
衡
云
云
云　

禰
衡
（
一
七
三
〜
一
九
八
）、
字
は
正
平
。
平
原
般

（
山
東
省
）
の
人
。
後
漢
末
の
文
人
。
少
壯
に
し
て
文
才
と
辯
舌
に
長

け
た
が
、
傲
慢
不
遜
の
性
格
を
曹
操
や
劉
表
に
持
て
餘
さ
れ
、
江
夏
太

守
黄
祖
に
殺
さ
れ
た
。『
後
漢
書
』
八
〇
文
苑
列
傳
下
・『
三
國
志
』
魏

所
一
〇
に
傳
が
あ
る
。『
抱
朴
子
』
彈
禰
篇
に
、「
衡
遊
許
下
、
自
公
卿

國
士
以
下
、
衡
初
不
稱
其
官
、
皆
名
之
云
阿
某
、
或
以
姓
呼
之
爲
某
兒
。

呼
孔
融
爲
大
兒
、
呼
楊
脩
爲
小
兒
。
荀
彧
猶
強
可
與
語

0

0

0

0

0

0

0

、
過
此
以
往
、

皆
木
梗
泥
偶
、
似
人
而
無
人
氣
、
皆
酒
甕
飯
嚢

0

0

0

0

0

耳
」。『
顔
氏
家
訓
』
誡
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兵
篇
に
、「
習
五
兵
、
便
乗
騎
、
正
可
稱
武
夫
爾
。
今
世
士
大
夫
、
但

不
読
書
、
即
稱
武
夫
児
、
乃
飯
囊
酒
甕
也
」。

⑥　

荀
彧　

荀
彧
（
一
六
三
〜
二
一
二
）、
字
は
文
若
。
潁
川
潁
陰
（
河

南
省
）
の
人
。
曹
操
に
重
用
さ
れ
て
、
侍
中
次
い
で
守
尚
書
令
と
な
っ

た
が
、
曹
操
に
九
錫
を
加
え
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
て
、
自
殺
に
追
い

こ
ま
れ
た
。『
後
漢
書
』
七
〇
・『
三
國
志
』
魏
書
一
〇
に
傳
が
あ
る
。

⑦　

劉
陶　
『
三
國
志
』
一
四
劉
曄
傳
に
、「
少
子
陶
、
亦
高
才
而
薄
行
、

官
至
平
原
太
守
」。
ま
た
裴
松
之
注
に
引
く
『
傅
子
』
に
、「
陶
字
季
冶
、

善
名
稱
、
有
大
辯
。
曹
爽
時
爲
選
部
郎
、
鄧
颺
之
徒
稱
之
以
爲
伊
呂
。

當
此
之
時
、
其
人
意
陵
青
雲
、
謂
玄
曰
、『
仲
尼
不
聖
。
何
以
知
其
然
。

智
者
圖
國
、
天
下
羣
愚
、
如
弄
一
丸
于
掌
中

0

0

0

0

0

0

0

、
而
不
能
得
天
下
』」。

43　

晉
中
朝
庾
道
季
云
、「
廉
頗
・
藺
相
如
、
雖
千
載
死
人
、
凛
凛

如
有
生
氣
。
曹
攄＊
・
李
志
、
雖
久
在
世
、
黯
黯＊
如
九
泉
下
人
。
皆＊
如

此
便
可
結
繩
而
理
」。
竝
抑
抗
之
論
也
。

　

晉
の
庾
龢
（
道
季
）
は
言
っ
た
、「
廉
頗
・
藺
相
如
は
、
千
年
前

に
死
ん
だ
人
だ
が
、
凜
凜
と
し
て
生
氣
が
あ
る
。
曹
攄
・
李
志
は
、

生
き
て
い
る
人
だ
が
、
氣
息
奄
奄
と
し
て
あ
の
世
の
人
の
よ
う
だ
。

誰
も
が
こ
ん
な
風
な
ら
［
上
古
の
時
代
の
よ
う
に
］
繩
目
を
結
ん
で

世
は
治
ま
る
」。
い
ず
れ
も
誇
大
な
議
論
だ
。

［
校
　
勘
］

＊
攄
：
抄
本
・
百
子
本
→
蜍
。
＊
黯
黯
：
抄
本
・
百
子
本
→
厭
厭
。
＊
皆
：

抄
本
は
上
に
「
人
」
字
が
あ
る
。

［
注
］

①　

晉
中
朝
庾
道
季
云
云
云　
「
中
朝
」
は
、
東
晉
の
人
が
南
渡
以
前
の

西
晉
時
代
を
稱
す
る
語
。
し
か
し
、
庾
龢
（
三
二
九
〜
三
六
六
？
）
は

東
晉
の
人
だ
か
ら
、「
中
朝
」
の
語
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
筆
者
の
誤

解
か
。
庾
龢
、
字
は
道
季
。
潁
川
鄢
陵
（
河
南
省
）
の
人
。『
世
説
新

語
』
品
藻
篇
に
、「
庾
道
季
云
、『
廉
頗

0

0

・
藺
相
如

0

0

0

、
雖
千
載

0

0

0

上
死
人

0

0

、

懍
懍

0

0

恆
如
有
生
氣

0

0

0

0

。
曹
蜍

0

0

・
李
志

0

0

、
雖
見
在
、
厭
厭
如
九
泉
下
人

0

0

0

0

0

0

0

。
人

皆
如
此

0

0

0

、
便
可
結
繩
而
治

0

0

0

0

0

0

、
但
恐
狐
狸
猯
狢
噉
盡
』」。

②　

廉
頗
・
藺
相
如　

廉
頗
は
、
戰
國
趙
の
將
軍
で
、
勇
猛
さ
を
以
て
聞

こ
え
た
。
藺
相
如
も
同
時
期
の
趙
の
名
將
で
、
秦
に
使
い
し
た
際
に
和

氏
の
璧
を
全
う
し
て
使
命
を
果
た
し
た
「
完
璧
」
の
故
事
で
知
ら
れ
る
。

廉
頗
と
は
「
刎
頸
之
交
」
を
結
ん
だ
仲
だ
っ
た
。『
史
記
』
八
一
廉
頗

藺
相
如
列
傳
に
傳
が
あ
る
。

③　

曹
攄
・
李
志　

曹
攄
は
、『
世
説
新
語
』
で
は
「
曹
蜍
」
に
作
る
。

劉
孝
標
注
に
、
蜍
、
曹
茂
之
小
字
也
。
ま
た
『
曹
氏
譜
』
を
引
い
て
、

「
茂
之
、
字
永
世
、
彭
城
人
也
。
祖
韶
、
鎭
東
將
軍
司
馬
。
父
曼
、
少

①

②

③

④

⑤
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府
卿
。
茂
之
仕
至
尚
書
郎
」。
李
志
は
、『
世
説
新
語
』
の
劉
孝
標
注
に
、

『
晉
百
官
名
』
を
引
い
て
、「
志
、
字
温
祖
、
江
夏
鍾
武
人
」。
ま
た

『
李
氏
譜
』
を
引
い
て
、「
志
祖
重
、
散
騎
常
侍
。
父
慕
、
純
陽
令
。

志
仕
至
員
外
常
侍
・
南
康
相
」。

④　

皆
如
此
便
可
結
繩
而
理　
『
世
説
新
語
』
の
劉
孝
標
注
に
、「
言
人
皆

如
曹
・
李
質
魯
淳
慤
、
則
天
下
無
姦
民
、
可
結
繩
致
治
。
然
才
智
無
聞
、

功
迹
倶
滅
、
身
盡
於
狐
狸
、
無
擅
世
之
名
也
」。「
結
繩
而
理
」
は
、

『
易
』
繋
辭
傳
下
に
、「
上
古
結
繩
而
治
」。「
理
」
は
「
治
」
と
同
義
。

⑤　

抑
抗
之
論　
『
後
漢
書
』
四
〇
下
班
固
傳
の
論
に
、「
若
固
之
序
事
、

不
激
詭
、
不
抑
抗

0

0

、
贍
而
不
穢
、
詳
而
有
體
、
使
讀
之
者
亹
亹
而
不
厭
、

信
哉
其
能
成
名
也
」。
李
賢
注
に
、「
抑
、
退
也
。
抗
、
進
也
」。
ま
た

『
三
國
志
』
魏
書
一
〇
荀
彧
傳
に
見
え
る
荀
彧
の
言
に
「
十
萬
之
衆
」

と
あ
る
の
に
つ
い
て
、
裴
松
之
注
に
「
云
是
十
萬
之
衆
、
雖
是
抑
抗

0

0

之

言
、
要
非
寡
弱
之
稱
」。

44　

魏
長
高
有
雅
體
、
而
才
學
非
所
經＊
。
初
官
出
、
虞
存
嘲
之
曰
、

「
與
卿＊
約
法
三
章
。
談
死
、
文
筆
刑
、
商
略
底＊
罪
」。
魏
怡
然
而
笑
、

無
忤
於
色
。
更
覺
長
高
之
爲
高
、
虞
存
之
爲
愚
也
。

　

魏
顗
（
長
高
）
は
風
雅
の
品
格
は
あ
っ
た
が
、
才
知
と
學
問
に
修

練
が
缺
け
て
い
た
。
は
じ
め
て
官
に
就
い
て
出
仕
す
る
と
き
、
虞
存

が
か
ら
か
っ
て
言
っ
た
、「
君
と
法
三
章
を
取
り
決
め
よ
う
。
談
論

す
れ
ば
死
罪
、
文
章
を
書
け
ば
體
刑
、
人
物
評
論
を
す
れ
ば
有
罪
と

ね
」。
魏
は
に
こ
や
か
に
笑
う
だ
け
で
、
逆
ら
う
樣
子
も
な
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
す
る
と
長
高
は
い
っ
そ
う
高
く
、
虞
存
は
愚
か
に
見
え
る
。

［
校
　
勘
］

＊
經
：
抄
本
→
務
。
四
庫
本
→
矜
。
＊
卿
：
抄
本
→
君
。
＊
底
：
抄
本
・
百

子
本
→
抵
。

［
注
］

①　

魏
長
高
有
雅
體　
『
世
説
新
語
』
排
調
篇
に
、「
魏
長
齊
雅
有
體
量
、

而
才
學
非
所
經
。
初
宦
當
出
、
虞
存
嘲
之
曰
、『
與
卿
約
法
三
章
。
談

者
死
、
文
筆
者
刑
、
商
略
抵
罪
』。
魏
怡
然
而
笑
、
無
忤
於
色
」。
劉
孝

標
注
に
『
魏
氏
譜
』
を
引
い
て
、「
顗
、
字
長
齊
、
會
稽
人
。
祖
胤
、

處
士
。
父
説
、
大
鴻
臚
卿
。
顗
仕
至
山
陰
令
」。
顗
の
字
長
齊
に
つ
い

て
、
余
嘉
錫
『
世
説
新
語
箋
疏
』
に
程
炎
震
の
語
を
引
い
て
、「『
金
樓

子
』
立
言
篇
作
魏
長
高
。
又
云
、『
更
覺
長
高
之
爲
高
、
虞
存
之
爲
虞

也
』、
則
長
齊
當
作
長
高
、
草
書
相
近
之
誤
耳
」。
こ
こ
で
は
「
高
」
の

ま
ま
と
す
る
。

②　

才
學
非
所
經　
『
世
説
新
語
』
規
箴
篇
に
、「
郗
太
尉
晩
節
好
談
。
既

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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雅
非
所
經

0

0

0

、
而
甚
矜
之
」。

③　

虞
存　
『
世
説
新
語
』
政
事
篇
の
劉
孝
標
注
に
孫
統
「
存
誄
叙
」
を

引
い
て
、「
存
、
字
道
長
、
會
稽
山
陰
人
也
。
祖
陽
、
散
騎
常
侍
。
父

偉
、
州
西
曹
。
存
幼
而
卓
抜
、
風
情
高
逸
。
歷
衞
軍
長
史
・
尚
書
吏
部

郎
」。

④　

約
法
三
章　

漢
高
祖
の
故
事
に
倣
っ
た
も
の
。『
史
記
』
八
高
祖
本

紀
に
、「
吾
與
諸
侯
約
、
先
入
關
者
王
之
、
吾
當
王
關
中
。
與
父
老
約
、

法
三
章
耳
。
殺
人
者
死
、
傷
人
及
盗
抵
罪
、
餘
悉
除
去
秦
法
」。
談

（
清
談
の
類
）・
文
筆
・
商
略
（
人
物
評
論
）
の
三
つ
は
魏
長
高
の
苦

手
な
も
の
だ
か
ら
、
心
し
て
近
づ
く
な
と
暗
に
諭
し
た
の
で
あ
る
。

⑤　

文
筆　

文
は
詩
・
賦
の
よ
う
な
有
韻
の
文
、
筆
は
無
韻
の
文
を
指
す
。

『
文
心
雕
龍
』
總
術
篇
に
、「
今
之
常
言
、
有
文0

有
筆0

、
以
爲
無
韻
者

筆0

也
、
有
韻
者
文0

也
」。

⑥　

商
略　
『
世
説
新
語
』
品
藻
篇
に
、「
劉
丹
陽
・
王
長
史
在
瓦
官
寺
集
、

桓
護
軍
亦
在
、
共
商
略

0

0

西
朝
及
江
左
人
物
」。

⑦　

更
覺
長
高
之
爲
高
二
句　
「
爲
高
」
は
魏
顗
の
字
「
長
高
」
に
掛
け
、

「
愚
」
は
「
虞
存
」
の
姓
「
虞
」
と
同
音
で
あ
る
こ
と
に
掛
け
た
し
ゃ

れ
。

45　

卞
彬
爲
禽
獣
決
錄
云
、「
羊
淫
而
狠＊
、
猪
卑
而
率＊
、
鵝
頑
而
傲
、

狗
險
而
出
」、
皆
指
斥
貴
勢
。
其
蝦
蟇
科
斗
賦
云
、「
紆
青
拖
紫
、
出

入
苔
中
」、
以
比
當
時
令
僕
也
。「
科
斗
唯
唯
、
羣
浮
闇
水
、
唯
朝
繼

夕
、
聿
役
如
鬼
」、
比
令
史
咨
事
也
。
非
不
才
也
。
然
復
安
用
此
才

乎
。

　

卞
彬
は
『
禽
獸
決
錄
』
を
著
わ
し
て
言
う
に
は
、「
羊
は
淫
ら
で

心
が
ね
じ
け
て
い
る
し
、
猪
は
卑
し
く
て
が
さ
つ
だ
し
、
鵞
鳥
は
頑

な
で
傲
り
た
か
ぶ
っ
て
い
る
し
、
狗
は
陰
險
で
出
し
ゃ
ば
り
だ
」。

こ
れ
ら
は
み
な
權
力
者
た
ち
を
指
彈
し
て
い
る
。
そ
の
「
蝦
蟇
科
斗

賦
」
に
言
う
に
は
、「
青
や
紫
を
く
ね
ら
せ
な
が
ら
、
苔
の
中
に
出

た
り
入
っ
た
り
」
と
、
こ
れ
は
當
時
の
尚
書
令
と
尚
書
僕
射
を
な
ぞ

ら
え
る
。
ま
た
「
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
、
暗
い
水
面
に

群
が
り
浮
か
び
、
朝
か
ら
晩
ま
で
、
亡
者
の
よ
う
に
書
類
作
成
に
大

わ
ら
わ
」
と
は
、
令
史
が
政
事
を
と
り
し
き
る
さ
ま
を
な
ぞ
ら
え
る
。

才
氣
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
何
の
役
に
立
つ
の
や
ら
。

［
校
　
勘
］

＊
卞
彬
爲
禽
獣
決
録
云
云
云
：
底
本
校
語
に
い
う
。「
案
『
太
平
御
覧
』
引

齊
卞
彬
『
禽
獸
決
錄
』
云
、「
羊
性
淫
而
狠
、
猪
性
卑
而
攣
、
狗
性
險
而
出
、

皆
指
斥
當
時
貴
勢
。
羊
淫
狠
謂
呂
文
顯
、
猪
卑
攣
謂
朱
隆
之
、
狗
險
出
謂
呂

文
庶
也
。
無
鵝
頑
而
傲
句
」。
＊
狠
：『
南
史
』
は
「
佷
」
に
、『
御
覧
』
は

①

②

③

④

⑤
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「
很
」
に
作
る
が
、
同
義
。
＊
率
：
底
本
は
「
攣
」
に
作
る
が
、『
南
齊

書
』『
南
史
』
に
從
っ
て
改
め
る
。

［
注
］

①　

卞
彬
爲
禽
獣
決
錄
云
云
云　

卞
彬
（
生
卒
年
未
詳
）、
字
は
士
蔚
。

濟
陰
冤
句
（
山
東
省
）
の
人
。
南
齊
に
仕
え
て
、
永
元
年
間
に
平
越
長

史
・
綏
建
太
守
に
至
っ
た
。『
南
齊
書
』
五
二
・『
南
史
』
七
二
の
い
ず

れ
も
文
學
傳
に
傳
が
あ
る
。
こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
文
は
兩
書
と
も
に
引

く
が
、『
禽
獸
決
錄
』
の
名
は
『
南
史
』
に
の
み
見
え
る
。『
南
齊
書
』

本
傳
に
、「
彬
又
目
禽
獸
云
、『
羊
性
淫
而
狠
、
猪
性
卑
而
率
、
鵝
性
頑

而
傲
、
狗
性
險
而
出
』。
皆
指
斥
貴
勢
」。『
南
史
』
本
傳
に
、「
又
爲

『
禽
獸
決
錄
』。
目
禽
獸
云
、『
羊
性
淫
而
佷
、
猪
性
卑
而
率
、
鵝
性
頑

而
慠
、
狗
性
險
而
出
』。
皆
指
斥
貴
勢
。
其
羊
淫
佷
謂
呂
文
顯
、
猪
卑

率
謂
朱
隆
之
、
鵝
頑
傲
謂
潘
敞
、
狗
險
出
謂
文
度
。
其
險
詣
如
此
」。

『
太
平
御
覧
』
八
八
九
獸
部
一
叙
獸
に
、「
齊
卞
彬
『
禽
獸
決
錄
』
曰
、

『
羊
性
淫
而
很
、
猪
齊
卑
而
率
、
狗
性
險
而
出
』、
皆
指
斥
當
時
貴
勢
。

羊
淫
很
謂
呂
文
顯
、
猪
卑
率
謂
朱
隆
之
、
狗
險
出
謂
呂
文
庶
也
」。

②　

其
蝦
蟇
科
斗
賦
云
云
云　
『
南
齊
書
』
本
傳
に
、「
其
「
蝦
蟇
賦
」
云
、

『
紆
青
拖
紫
、
名
爲
蛤
魚
』。
世
謂
比
令
僕
也
」。
又
云
、『
科
斗
唯
唯
、

羣
浮
闇
水
、
維
朝
繼
夕
、
聿
役
如
鬼
』、
比
令
史
諮
事
也
」。『
南
史
』

本
傳
に
、「「
蝦
蟆
賦
」
云
、『
紆
青
拖
紫
、
名
爲
蛤
魚
』、
世
謂
比
令
僕

也
。
又
云
、『
蝌
蚪
唯
唯
、
羣
浮
闇
水
、
唯
朝
繼
夕
、
聿
役
如
鬼
』、
比

令
史
諮
事
也
」。『
太
平
御
覧
』
九
四
九
蟲
豸
部
六
蝦
蟇
に
、「
卞
彬

「
蝦
蟆
賦
」
云
、『
紆
青
拖
紫
、
名
蛤
魚
』、
世
謂
比
令
僕
也
。
又
云
、

『
蝌
斗
唯
唯
、
羣
浮
暗
水
、
唯
朝
繼
夕
、
筆
役
如
鬼
』、
比
令
史
諮
事

也
」。

③　

紆
青
拖
紫　
「
青
」
と
「
紫
」
は
、
高
官
の
象
徴
で
あ
る
青
綬
と
紫

綬
を
暗
に
示
す
。

④　

唯
唯　
『
詩
』
齊
風
「
敝
笱
」
に
、「
敝
笱
在
梁
、
其
魚
唯
唯

0

0

」。
毛

傳
に
、「
唯
唯
、
出
入
不
制
」。
鄭
箋
に
、「
行
相
隋
順
之
貌
」。

⑤　

聿
役　

注
②
に
引
く
『
太
平
御
覧
』
は
「
聿
」
を
「
筆
」
に
作
る
。

「
聿
」
は
手
で
筆
を
持
つ
さ
ま
に
か
た
ど
る
象
形
の
字
。
下
級
官
僚
で

あ
る
令
史
が
書
類
作
成
に
忙
し
く
動
き
ま
わ
る
さ
ま
を
い
う
か
。

46　

蕭
賁
忌
日
拜
官
、
又
經
醉
自
道
父
名
。
有
人
譏
此
事
、
賁
大
笑

曰
、「
不
樂
而
已
、
何
妨
拜
官
。
溫
酒
之
談
、
聊
慕
言
在
」、
了
無
怍

色
。
賁
頗
讀
書
而
無
行
。
在
家
徑
偸
祖
母
袁
氏
物
、
及
問
其
故
、
具

道
其
母
所
偸
、
祖
母
乃
鞭
其
母
。
出
貨
之
、
所
得
餘
錢
、
乞
問
、
乃

沽＊
酒
供
醉
。
本
名
渙
、
兄
弟
共
以
其
憸
、
因
爲
呼＊
賁
。
此
人
非
不
學
、

然
復
安
用
此
學
乎
。

　

蕭
賁
は
親
の
命
日
に
任
官
を
受
け
、
ま
た
い
つ
も
醉
う
と
父
の
名

を
口
に
し
た
。
あ
る
人
が
そ
れ
を
譏
る
と
、
賁
は
大
笑
い
し
て
、

①

②

③

④

⑤

⑥
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「［
命
日
に
は
］
樂
し
み
さ
え
し
な
け
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
任
官

を
受
け
る
の
に
何
の
不
都
合
が
あ
ろ
う
。［
む
か
し
桓
玄
が
父
桓
温

の
諱
を
犯
す
］「
温
酒
」（
燗
酒
）
の
語
を
聞
き
涙
を
流
し
た
と
い
う

話
に
は
、
心
動
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
」
と
、
全
く
羞
じ
る
樣
子
が

な
か
っ
た
。
賁
は
讀
書
に
は
よ
く
励
ん
だ
が
素
行
が
修
ま
ら
な
か
っ

た
。
か
つ
て
家
で
祖
母
袁
氏
の
物
を
盗
み
、
そ
の
わ
け
を
問
わ
れ
る

と
、
母
が
盗
ん
だ
と
詳
し
く
告
げ
た
の
で
、
祖
母
は
そ
の
母
を
鞭
打

っ
た
。
盗
ん
だ
物
を
外
で
賣
り
拂
い
、
得
た
お
金
を
ど
う
し
た
と
問

わ
れ
る
と
、
酒
を
買
っ
て
醉
っ
ぱ
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
本

來
は
渙
と
い
う
名
だ
っ
た
が
、
そ
の
性
格
が
ひ
ど
く
ひ
ね
く
れ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
兄
弟
は
み
な
賁
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
人

は
學
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
で
は
學
問
を
役
立
て
る
道

が
あ
る
ま
い
。

［
校
　
勘
］

＊
沽
：
抄
本
・
四
庫
本
→
估
。
＊
爲
呼
：
抄
本
・
四
庫
本
→
呼
爲
。

［
注
］

①　

蕭
賁　

蕭
賁
（
？
〜
五
四
九
）、
字
は
文
奐
。
南
齊
の
武
帝
の
曾
孫
。

そ
の
人
と
爲
り
に
つ
い
て
は
、『
南
史
』
四
四
齊
武
帝
諸
子
列
傳
に
、

「
形
不
滿
六
尺
、
神
識
耿
介
。
幼
好
學
、
有
文
才
、
能
書
善
畫
、
於
扇

上
圖
山
水
、
咫
尺
之
内
、
便
覺
萬
里
爲
遙
。
矜
愼
不
傳
、
自
娯
而
已
。

好
著
述
、
嘗
著
『
西
京
雜
記
』
六
十
巻
」。
蕭
繹
の
湘
東
王
時
代
に
そ

の
法
曹
參
軍
と
な
っ
た
が
、
王
と
そ
り
が
合
わ
ず
、
殺
さ
れ
た
。

②　

忌
日
拜
官
二
句　
『
禮
記
』
祭
義
に
、「
君
子
有
終
身
之
喪
、
忌
日

0

0

之

謂
也
。
忌
日

0

0

不
用
、
非
不
祥
也
。
言
夫
日
志
有
所
至
、
而
不
敢
盡
其
私

也
。（
中
略
）
忌
日

0

0

必
哀
、
稱
諱
如
見
親
、
祀
之
忠
也
」。
鄭
玄
注
に
、

「
忌
日
、
親
亡
之
日
。
忌
日
者
、
不
用
舉
他
事
、
如
有
時
日
之
禁
也
」。

③　

不
樂
而
已　
『
禮
記
』
檀
弓
上
に
、「
喪
三
年
以
爲
極
、
亡
則
弗
之
忘

矣
。
故
君
子
有
終
身
之
憂
、
而
無
一
朝
之
患
、
故
忌
日
不
樂

0

0

」。
鄭
玄

注
に
、「
謂
死
日
、
言
忌
日
不
用
舉
吉
事
」。「
樂
」
を
ガ
ク
と
讀
ん
で
、

音
曲
を
演
奏
し
な
い
と
解
す
る
説
も
あ
る
。

④　

温
酒
之
談　

東
晉
の
桓
玄
の
故
事
。『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
に
、「
桓

南
郡
（
桓
玄
）
被
召
、
作
太
子
洗
馬
、
船
泊
荻
渚
。
王
大
（
王
忱
）
服

散
後
、
已
小
醉
、
往
看
桓
。
桓
爲
設
酒
、
不
能
冷
飲
。
頻
語
左
右
、

『
令
温
酒
來
』。
桓
乃
流
涕
嗚
咽
、
王
便
欲
去
。
桓
以
手
巾
掩
涙
、
因

謂
王
曰
、『
犯
我
家
諱
、
何
預
卿
事
』。
王
歎
曰
、『
靈
寶
故
自
達
』」。

⑤　

徑　

こ
の
字
讀
み
に
く
い
。
或
い
は
「
經
」
の
誤
り
か
。
こ
こ
で
は

ひ
と
ま
ず
「
經
」
の
意
に
解
す
る
。

⑥　

因
爲
呼
賁　
『
疏
證
校
注
』
に
『
呂
氏
春
秋
』
愼
行
論
・
壹
行
を
引

い
て
、「
孔
子
卜
、
得
賁
卦
。
孔
子
曰
、『
不
吉
』。
子
貢
曰
、『
夫
賁
亦

好
矣
、
何
謂
不
吉
乎
』。
孔
子
曰
、『
夫
白
而
白
、
黒
而
黒
、
夫
賁
又
何
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好
乎
』」。
高
誘
注
に
、「
賁
、
色
不
純
也
」。
高
誘
の
義
解
に
從
え
ば
、

「
賁
」
は
、
混
じ
り
あ
っ
た
色
ど
り
の
意
。

47　

世
人
有
才
學
不
勝
朋
友
、
而
好
作
文
章
、
苦
辱
朋
友
。
此
謂
學

螳
蜋
之
鈇
、
運
蛣
蜣
之
甲
、
何
足
以
云
。
吾
少
讀
兵
書
、
三
十
餘
年
、

搜
纂
數
千
、
止
爲
一
帙
、
菁
華
領
褏＊
、
備
在
其
中
。
性
頗
尚
仁
、
毎

宏
解
網
。
重
囚
將
死
、
或
許
伉
儷
自
看
、
城
樓
夜
寒
、
必
綈
袍＊
之
賜
。

狴
牢
併
遣
、
犴
圉
空
虛
、
盗
者
更
鳴
、
還
取
將
軍
之
帳
、
姦
夫
改
往
、

復
錫
舎
人
之
車
。
由
来
此
事
、
差
非
一
揆
。
但
性
頗
狷
急
、
或
有
不

堪
、
不
欲
蘊
蓄
胸＊
襟
、
須
令
豁
然
無
滯
、
將
令
士
庶
文
武
、
見
我
所

懷
。

　

世
に
は
才
智
や
學
問
が
友
人
に
及
ば
な
い
の
に
、
こ
と
さ
ら
文
章

を
作
っ
て
、
友
人
を
貶
め
よ
う
と
す
る
人
が
い
る
。
こ
ん
な
連
中
は

螳
蜋
の
斧
を
真
似
、
糞
轉
が
し
が
甲
羅
を
ゆ
す
る
よ
う
な
も
の
で
、

取
る
に
足
り
な
い
。
私
は
若
い
こ
ろ
か
ら
兵
法
の
書
を
讀
ん
で
、
三

十
數
年
の
間
に
、
數
千
巻
を
収
集
し
、
そ
れ
ら
を
僅
か
一
帙
に
編
纂

し
た
が
、
兵
法
の
精
髄
や
軌
範
は
、
す
べ
て
そ
の
中
に
備
わ
っ
て
い

る
。
私
は
仁
を
尚
ぶ
性
格
で
、
い
つ
も
廣
く
法
の
網
を
弛
め
て
き
た
。

重
罪
で
處
刑
間
際
の
囚
人
に
は
、
妻
と
の
面
會
を
許
し
て
や
り
、
寒

い
夜
に
城
樓
の
警
備
に
當
た
る
兵
士
に
は
、
必
ず
厚
絹
製
の
外
套
を

與
え
て
や
っ
た
。
獄
中
の
罪
人
を
み
な
釋
放
し
て
、
牢
獄
が
空
に
な

っ
た
こ
と
も
あ
る
。
盗
人
が
能
力
を
発
揮
す
れ
ば
、
將
軍
の
陣
幕
を

取
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
し
、
姦
夫
で
も
過
去
を
改
め
れ
ば
、
部
下

と
し
て
引
き
つ
づ
き
用
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
元
來
こ
う
し
た
こ
と

は
、
杓
子
定
規
に
は
ゆ
か
ぬ
も
の
で
あ
る
。
私
は
生
來
氣
が
短
く
て
、

我
慢
で
き
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
胸
の
内
に
溜
め
て
お
こ
う

と
は
せ
ず
、
洗
い
ざ
ら
い
さ
ら
け
出
し
て
、
士
庶
文
武
す
べ
て
の
者

た
ち
に
自
分
の
思
い
を
知
ら
せ
よ
う
と
す
る
。

［
校
　
勘
］

＊
褏:

抄
本
・
四
庫
本
→
袖
。
褏
は
、
袖
に
同
じ
。
＊
袍
：
抄
本
・
四
庫
本

→
紇跑
。
＊
胸
：
抄
本
・
四
庫
本
→
胷
。

［
注
］

①　

螳
蜋
之
鈇　
『
莊
子
』
人
間
世
篇
に
、「
汝
不
知
夫
螳
蜋
乎
。
怒
其
臂

以
當
車
轍
、
不
知
其
不
勝
任
也
。
是
其
才
之
美
者
也
。
戒
之
、
慎
之
」。

①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
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天
地
篇
や
『
淮
南
子
』
人
間
篇
に
も
見
え
る
。
ま
た
『
韓
詩
外
傳
』
八

に
、「
齊
莊
公
出
獵
、
有
螳
蜋
舉
足
、
將
摶
其
輪
。
問
其
御
曰
、『
此
何

蟲
也
』。
御
曰
、『
是
此
螳
蜋
也
。
其
爲
蟲
、
知
進
而
不
知
退
、
不
量
力

而
輕
就
敵
』。
莊
公
曰
、『
以
爲
人
必
爲
天
下
勇
士
矣
』。
於
是
廻
車
避

之
、
而
勇
士
歸
之
」。
當
時
行
な
わ
れ
て
い
た
故
事
を
利
用
し
た
も
の

か
。『
金
樓
子
』
と
同
時
代
の
文
で
は
、『
校
箋
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

『
文
苑
英
華
』
六
四
五
に
収
め
る
東
魏
の
杜
弼
「
爲
東
魏
檄
梁
文
」
に
、

「
徴
兵
聚
衆
、
依
山
傍
水
、
舉
螳
蜋
之
斧
、
被
蛣
蜣
之
甲
、
當
窮
轍
以

待
輪
、
坐
積
薪
而
候
燎
」。
筆
者
は
こ
と
に
こ
の
文
を
意
識
し
て
い
た

か
も
知
れ
な
い
。

②　

運
蛣
蜣
之
甲　
「
蛣
蜣
」
は
、
糞
虫
、
糞
轉
が
し
。『
爾
雅
』
釋
蟲
に
、

「
蛣
蜣
、
蜣
蜋
」。
郭
璞
注
に
、「
黒
甲
蟲
。
噉
糞
土
」。
疏
に
、「
蛣
蜣
、

一
名
蜣
蜋
。
黒
甲
、
翅
在
甲
下
。
噉
糞
土
、
喜
取
糞
作
丸
而
轉
之
」。

『
魏
書
』
島
夷
蕭
衍
傳
に
、「
以
彼
曲
師
危
卒
、
望
我
軍
鋒
、
何
異
蛣

蜣
被
甲
、
蝍
蛆
舉
尾
」。

③　

止
爲
一
帙　
『
玉
韜
』
一
帙
十
巻
を
指
す
。
本
書
巻
五
著
書
篇
に
、

「
玉
韜
一
秩
十
巻
。
金
樓
出
牧
渚
宮
時
撰
」。
ま
た
巻
六
雜
記
下
に
、

「
余
六
歳
能
爲
詩
。
其
後
著
書
之
中
、
唯
玉
韜
最
善
」。『
隋
書
』
經
籍

志
子
部
兵
家
類
に
、「
玉
韜
十
巻
、
梁
元
帝
撰
」。

④　

菁
華
領
褏　
「
菁
華
」
は
、「
精
華
」
に
同
じ
。『
文
選
』
五
七
、
宋

の
顔
延
之
「
陶
徴
士
誄
」
に
、「
至
使
菁
華

0

0

隱
没
、
芳
流
歇
絶
、
不
其

惜
乎
」。「
領
褏
」
は
、「
領
袖
」
に
同
じ
。『
文
選
』
五
九
、
梁
の
沈
約

「
齊
故
安
陸
昭
王
碑
文
」
に
、「
蓋
百
年
之
儀
表
、
千
年
之
領
袖

0

0

」。

⑤　

解
網　
『
史
記
』
殷
本
紀
に
、「
湯
出
、
見
野
張
網
四
面
、
祝
曰
、

『
自
天
下
四
方
皆
入
吾
網
』。
湯
曰
、『
嘻
、
盡
之
矣
』。
乃
去
其
三
面
、

祝
曰
、『
欲
左
、
左
。
欲
右
、
右
。
不
用
命
、
乃
入
吾
網
』。
諸
侯
聞
之
、

曰
、『
湯
德
至
矣
、
及
禽
獸
』」。
同
じ
話
が
『
呂
氏
春
秋
』
異
用
篇
に

も
見
え
る
。
蕭
繹
自
身
の
文
と
し
て
は
、『
梁
書
』
元
帝
紀
の
太
清
六

年
五
月
乙
酉
の
「
赦
令
」
に
、「
君
子
赦
過
、
著
在
周
經
、
聖
人
解
網

0

0

、

聞
之
湯
令
」。

⑥　

重
囚
將
死
二
句　

死
刑
囚
に
對
し
て
、
妻
と
の
獄
中
同
居
を
許
す
恩

典
を
與
え
た
こ
と
。「
伉
儷
」
は
、
夫
婦
。『
後
漢
書
』
二
九
鮑
昱
傳
の

李
賢
注
に
引
く
『
東
漢
觀
記
』
に
、「
沘
陽
人
趙
堅
殺
人
繫
獄
、
其
父

母
詣
昱
、
自
言
年
七
十
餘
、
唯
有
一
子
、
適
新
娶
、
今
繫
獄
當
死
、
長

無
種
類
、
涕
泣
求
哀
。
昱
憐
其
言
、
令
將
妻
入
獄
、
解
械
止
宿
、
遂
任

身
有
子
」。
ま
た
『
晉
書
』
九
〇
喬
智
明
傳
に
も
、
同
種
の
記
事
が
見

え
る
。「
部
人
張
兌
爲
父
報
仇
、
母
老
單
身
、
有
妻
無
子
、
智
明
愍
之
、

停
其
獄
。
歳
餘
、
令
兌
將
妻
入
獄
、
兼
陰
縱
之
。
人
有
勸
兌
逃
者
、
兌

曰
、『
有
君
如
此
、
吾
何
忍
累
之
。
縱
吾
得
免
、
作
何
面
目
視
息
世
間
』。

於
獄
産
一
男
。
會
赦
、
得
免
。
其
仁
感
如
是
」。

⑦　

必
綈
袍
之
賜　
『
史
記
』
七
九
范
雎
蔡
澤
列
傳
に
、「
須
賈
曰
、『
今

叔
何
事
』。
范
雎
曰
、『
臣
爲
人
庸
賃
』。
須
賈
意
哀
之
、
留
與
坐
飲
食
、

曰
、『
范
叔
一
寒
如
此
哉
』。
乃
取
其
一
綈
袍

0

0

以
賜
之
」。
索
隠
に
、「
按
、

綈
、
厚
繒
也
。
音
啼
。
蓋
今
之
絁
也
」。

⑧　

盗
者
更
鳴
二
句　
『
淮
南
子
』
道
應
訓
に
、「
楚
將
子
發
好
求
技
道
之

士
、
楚
有
善
爲
偸
者
往
見
曰
、『
聞
君
求
技
道
之
士
、
臣
、
偸
也
、
願
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金
樓
子
訳
注
（
十
四
）（
興
膳
）

以
技
齎
一
卒
』。
子
發
聞
之
、
衣
不
給
帶
、
冠
不
暇
正
、
出
見
而
禮
之
。

左
右
諫
曰
、『
偸
者
、
天
下
之
盜
也
、
何
爲
之
禮
』。
君
曰
、『
此
非
左

右
之
所
得
與
』。
後
無
幾
何
、
齊
興
兵
伐
楚
、
子
發
將
師
以
當
之
、
兵

三
卻
。
楚
賢
良
大
夫
皆
盡
其
計
而
悉
其
誠
、
齊
師
愈
強
。
於
是
市
偸
進

請
曰
、『
臣
有
薄
技
、
願
爲
君
行
之
』。
子
發
曰
、『
諾
』。
不
問
其
辭
而

遣
之
。
偸
則
夜
解
齊
將
軍
之
幬
帳
而
獻
之
。
子
發
因
使
人
歸
之
曰
、

『
卒
有
出
薪
者
、
得
將
軍
之
帷
、
使
歸
之
於
執
事
』。
明
又
復
往
取
其

枕
、
子
發
又
使
人
歸
之
。
明
日
又
復
往
取
其
簪
、
子
發
又
使
歸
之
。
齊

師
聞
之
、
大
駭
。
將
軍
與
軍
吏
謀
曰
、『
今
日
不
去
、
楚
君
恐
取
吾
頭
』。

乃
還
師
而
去
。
故
曰
、
無
細
而
能
薄
、
在
人
君
用
之
耳
。
故
老
子
曰
、

『
不
善
人
、
善
人
之
資
也
』」。「
鳴
」
は
、『
史
記
』
七
五
孟
嘗
君
列
傳

の
「
鶏
鳴
狗
盜
」
の
技
を
能
く
す
る
客
を
用
い
て
、
難
を
逃
れ
た
故
事

を
踏
ま
え
る
。『
説
苑
』
一
六
叢
談
に
、「
梟
逢
鳩
、
鳩
曰
、『
子
将
案

之
』。
梟
曰
、「
我
将
東
徙
』。
鳩
曰
、『
何
故
』。
梟
曰
、『
郷
人
皆
惡
我

鳴
、
以
故
東
徙
』。
鳩
曰
、『
子
能
更
鳴

0

0

可
矣
。
不
能
更
鳴

0

0

、
東
徙
猶
惡

子
之
聲
」。

⑨　

姦
夫
改
往
二
句　
『
戰
國
策
』
齊
策
三
に
、「
孟
嘗
君
舎
人
有
與
君
之

夫
人
相
愛
者
。
或
以
問
孟
嘗
君
曰
、『
爲
君
舎
人
而
内
與
夫
人
相
愛
者
、

亦
甚
不
義
矣
、
君
其
殺
之
』。
君
曰
、『
睹
貌
而
相
悦
者
、
人
之
情
也
、

其
錯
之
勿
言
也
』。
居
朞
年
、
君
召
愛
夫
人
者
而
謂
之
曰
、『
子
與
文
游

久
矣
、
大
官
未
可
得
、
小
官
公
又
弗
欲
。
衞
君
與
文
布
衣
交
、
請
具
車

馬
皮
幣
、
願
君
以
此
從
衞
君
遊
』。
舎
人
於
衞
甚
重
。
齊
・
衞
之
交
惡
、

衞
君
甚
欲
約
天
下
之
兵
以
攻
齊
。
是
人
謂
衞
君
曰
、『
孟
嘗
君
不
知
臣

不
肖
、
以
臣
欺
君
。
且
臣
聞
齊
・
衞
先
君
、
刑
馬
壓
羊
、
盟
曰
、

「
齊
・
衞
後
世
無
相
攻
伐
、
有
相
攻
伐
者
、
令
其
命
如
此
」。
今
君
約

天
下
之
兵
以
攻
齊
、
是
足
下
背
先
君
盟
約
而
欺
孟
嘗
君
也
。
願
君
勿
以

齊
爲
心
。
君
聽
則
可
、
不
聽
臣
、
若
臣
不
肖
也
、
臣
輒
以
頸
血
湔
足
下

衿
』。
衞
君
乃
止
。
齊
人
聞
之
曰
、『
孟
嘗
君
可
語
善
爲
事
矣
、
轉
禍
爲

功
』」。

⑩　

一
揆　
『
孟
子
』
離
婁
篇
下
に
、「
地
之
相
去
也
、
千
有
餘
里
、
世
之

相
後
也
、
千
有
餘
歳
。
得
志
行
乎
中
國
、
若
合
符
節
、
先
聖
後
聖
、
其

揆
一

0

0

也
」。
孔
安
國
「
尚
書
序
」
に
、「
至
于
夏
・
商
・
周
之
書
、
雖
設

敎
不
倫
、
雅
誥
奥
義
、
其
歸
一
揆

0

0

」。

⑪　

但
性
頗
狷
急
云
云　

筆
者
は
巻
六
自
序
篇
1
で
も
自
分
の
性
格
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。「
余
不
閑
什
一
、
憎
人
治
生
。
性
乃
隘
急
、
刑
獄

決
罪
、
多
從
厚
降
。
云
云
」。「
狷
急
」
は
、『
後
漢
書
』
八
一
獨
行
傳

の
范
冉
傳
に
、「
以
狷
急

0

0

不
能
從
俗
」。

　

兵
法
軍
令
、
省
而
不
煩
、
此
言
當
矣
。
乃
爲
法
三
章
。
一
曰
叛
者
。

去
燕
就
楚
、
從
魏
入
韓
、
説
趙
王
之
陰
謀
、
燒
鄴
都
之
倉
廩
。
故
曰

叛
者
死
。
二
曰
不
附
。
夫
不
附
者
、
功
成
欲
受
其
祿
、
事
亂
欲
避
其

禍
。
玉
節
猶
建
、
或
可
畏
威
、
金
湯
倘
覆
、
急
須
犇
走
。
雖
招
厚
祿
、

常
歎＊
脂
膏
、
空
加
隆
遇
、
不
酬
国
士
。
當
小
寇
馮
陵
、
勤
王
以
及
、

豈
可
見
拒
。
抑
揚
横
議
、
出
入
異
辭
。
故
曰
不
附
者
死
。
三
曰
違
令
。

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰



中
国
文
学
報
　
第
九
十
四
册

─ 110─

麾
之
不
進
、
鼓
之
不
止
、
應
追
白
虎
、
反
入
青
龍
。
我
舉
正
正
之
旗＊
、

彼
往
亭
亭
之
地
、
我
攻
卻＊
月
、
彼
向
横
雲
、
百
萬
之
師
、
復
何
益
也
。

然
而
李
廣
數
奇
、
或
非
深
失
、
龐
涓
戰
死
、
偶
値
伏
兵
。
故
曰
違
令

者
抵
辠
。

　

兵
法
や
軍
令
は
、
簡
略
を
旨
と
し
煩
瑣
を
嫌
う
と
い
う
が
、
そ
れ

は
當
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
法
三
章
を
作
っ
た
。
そ
の
第
一
は
反
逆
者

に
つ
い
て
。
反
逆
者
は
燕
を
去
っ
て
楚
に
就
き
、
魏
を
離
れ
て
韓
に

入
る
と
い
っ
た
無
節
操
な
輩
で
、
趙
王
の
陰
謀
を
説
い
た
か
と
思
う

と
、
鄴
都
の
食
料
庫
を
焼
き
討
ち
に
し
た
り
す
る
。
だ
か
ら
反
逆
者

は
死
罪
に
處
す
る
。
第
二
は
懐
か
ぬ
者
に
つ
い
て
。
懐
か
ぬ
者
は
手

柄
を
立
て
れ
ば
錄
を
受
け
、
失
敗
す
れ
ば
そ
の
禍
を
避
け
よ
う
と
す

る
。
王
權
が
確
固
と
し
て
い
る
間
は
、
畏
れ
を
な
す
が
、
堅
固
な
守

り
が
崩
れ
れ
ば
、
忽
ち
慌
て
ふ
た
め
く
。
高
い
俸
祿
で
處
遇
し
て
も
、

更
な
る
富
貴
を
欲
し
が
り
、
手
厚
い
待
遇
を
與
え
て
も
、
國
士
の
身

分
に
何
ら
報
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
外
敵
が
押
し
よ
せ
れ
ば
、
馳
せ

參
じ
て
忠
義
を
盡
く
す
の
を
、
拒
む
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
は
ず
だ
。
な

の
に
勝
手
な
議
論
ば
か
り
で
、
言
う
こ
と
に
一
貫
性
が
缺
け
て
い
る
。

だ
か
ら
懐
か
ぬ
者
は
死
罪
に
處
す
る
。
第
三
に
は
命
令
に
背
く
者
。

進
め
と
旗
を
振
っ
て
も
進
ま
ず
、
止
ま
れ
と
太
鼓
を
打
っ
て
も
止
ま

ら
ず
、
西
方
の
陣
を
攻
撃
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
東
方
の
陣
に
突
入
し

て
し
ま
う
。
私
が
正
正
の
旗
を
振
っ
て
い
る
の
に
、
向
こ
う
で
は
亭

亭
（
遙
か
彼
方
）
の
地
を
目
指
し
て
お
り
、
私
が
却
月
（
半
月
型
）
の

陣
を
攻
略
し
て
い
る
の
に
、
向
こ
う
で
は
橫
雲
（
直
線
）
型
の
陣
に

向
か
お
う
と
す
る
な
ら
、
百
萬
の
軍
勢
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
何
の

益
に
も
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
李
廣
が
不
運
に
も
敗
れ
た
の
は
、
彼

自
身
の
大
き
な
過
失
で
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ず
、
龐
涓
が
戰
死
し

た
の
は
、
た
ま
た
ま
伏
兵
に
出
遭
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
命
令

に
背
く
者
は
處
罰
す
る
。

［
校
　
勘
］

＊
歎
：
抄
本
・
四
庫
本
→
嘆
。
＊
旗
：
抄
本
→
旌
。
＊
卻
：
抄
本
・
四
庫
本

→
却
。

［
注
］

⑫　

法
三
章　

漢
高
祖
の
「
法
三
章
」
に
倣
っ
た
も
の
。
44
に
も
見
え
た
。

そ
の
注
④
參
照
。

⑬　

説
趙
王
之
陰
謀
二
句　
「
叛
者
」
の
例
と
し
て
、
前
句
は
戰
國
時
代

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖
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の
蘇
秦
・
張
儀
の
暗
躍
、
後
句
は
後
漢
末
の
曹
操
を
中
心
と
す
る
状
況

を
連
想
さ
せ
る
。『
史
記
』
七
〇
張
儀
列
傳
に
、「
秦
欲
伐
齊
、
齊
・
楚

從
親
、
於
是
張
儀
往
相
楚
。
楚
懷
王
聞
張
儀
來
、
虛
上
舎
而
自
館
之
。

（
中
略
）
張
儀
去
楚
、
因
遂
之
韓
、
説
韓
王
曰
、
云
云
。（
中
略
）
韓

王
聽
儀
計
。
張
儀
歸
報
、
秦
恵
王
封
儀
五
邑
、
號
曰
武
信
君
。
使
張
儀

東
説
齊
湣
王
曰
、
云
云
。（
中
略
）
張
儀
去
、
西
説
趙
王
曰
、
云
云
。

（
中
略
）
北
之
燕
、
説
燕
昭
王
曰
、『
大
王
之
所
親
莫
如
趙
。（
中
略
）

夫
趙
王
之
很
戻
無
親
、
大
王
之
所
明
見
、
且
以
趙
王
爲
可
親
乎
。（
後

略
）』」。

⑭　

玉
節
猶
建
「
玉
節
」
は
、
・
玉
製
の
節
、
す
な
わ
ち
天
子
や
諸
侯
が

使
者
に
授
け
る
し
る
し
の
手
形
。『
周
禮
』
地
官
掌
節
に
、「
守
邦
國
者

用
玉
節

0

0

、
守
都
鄙
者
用
角
節
」。
鄭
玄
注
に
、「
謂
諸
侯
於
其
国
中
、
公

卿
大
夫
王
子
弟
於
其
采
邑
、
有
命
者
亦
自
有
節
以
輔
之
、
玉
節
之
制
、

如
王
爲
之
、
以
命
數
爲
小
大
。
角
用
犀
角
、
其
制
未
聞
」。
蕭
繹
「
藩

難
未
静
述
懷
」
詩
に
、「
玉
節

0

0

威
雲
夢
、
金
鉦
韻
渚
宮
」。

⑮　

金
湯
倘
覆　
「
金
湯
」
は
、「
金
城
湯
池
」
の
略
。『
後
漢
書
』
光
武

帝
紀
の
賛
に
、「
金
湯
失
險
、
車
書
共
道
」。
李
賢
注
に
、「
前
書
曰
、

『
金0

城
湯0

池
、
不
可
攻
矣
』。
金
以
諭
堅
、
湯
取
其
熱
。
光
武
所
撃
、

皆
失
其
堅
固
也
」。

⑯　

抑
揚
横
議　
『
孟
子
』
滕
文
公
篇
下
に
、「
聖
王
不
作
、
諸
侯
放
恣
、

處
士
橫
議

0

0

、
楊
朱
・
墨
翟
之
言
盈
天
下
。
天
下
之
言
、
不
歸
楊
則
歸
墨
。

楊
氏
爲
我
、
是
無
君
也
、
墨
氏
兼
愛
、
是
無
父
也
。
無
父
無
君
、
是
禽

獣
也
」。

⑰　

故
曰
不
附
者
死　
『
疏
證
校
注
』
は
、「
呉
校
」
の
説
を
承
け
、
漢
高

祖
の
「
法
三
章
」
の
「
殺
人
者
死
、
傷
人
及
盗
抵
罪
」
に
倣
っ
て
、

「
死
」「
刑
」「
抵
罪
」
の
三
等
の
刑
法
と
す
る
の
が
良
い
と
し
、
こ
の

「
死
」
は
「
刑
」
に
改
め
る
べ
き
だ
と
い
う
。
妥
當
な
論
で
は
あ
る
が
、

暫
く
原
文
の
ま
ま
と
す
る
。

⑱　

麾
之
不
進
二
句　
「
麾
」
と
「
鼓
」
は
、
戰
鬭
に
際
し
て
の
「
進

め
」「
退
け
」
の
合
図
。『
呉
子
』
應
變
篇
に
、「
凡
戰
之
法
、
晝
以
旌

旗
旗
旛
麾
爲
節
、
夜
以
金
鼓
笳
笛
爲
節
。
麾
左
而
左
、
麾
右
而
右
、
鼓

之
則
進
、
金
之
則
止
、
一
吹
而
行
、
再
吹
而
聚
、
不
從
令
者
誅
」。
ま

た
『
尉
繚
子
』
勒
卒
令
に
も
、「
金
鼓
鈴
旗
四
者
各
有
法
。
鼓
之
則
進
、

重
鼓
則
撃
、
金
之
則
止
、
重
金
則
退
、
鈴
傳
令
也
。
旗
麾
之
左
則
左
、

麾
之
右
則
右
」。

⑲　

應
追
白
虎
二
句　
『
禮
記
』
曲
禮
上
に
、「
行
、
前
朱
鳥
而
後
玄
武
、

左
青
龍
而
右
白
虎
」。
鄭
玄
注
に
、「
以
此
四
獸
爲
軍
陳
、
象
天
也
」。

⑳　

我
舉
正
正
之
旗
二
句　
『
孫
子
』
軍
爭
篇
に
、「
無
要
正
正
之
旗

0

0

0

0

、
勿

撃
堂
堂
之
陳
、
此
治
變
者
也
」。
曹
操
注
に
、「
正
正
、
齊
也
。
堂
堂
、

大
也
。
杜
佑
注
に
、「
正
正
者
、
整
齊
也
。
堂
堂
者
、
盛
大
之
貌
也
。

正
正
者
孤
特
象
也
。
言
敵
前
有
孤
特
之
兵
、
後
有
堂
堂
之
陳
。
必
有
倚

伏
詐
誘
之
謀
、
審
察
以
待
、
勿
輕
邀
截
也
。
此
理
變
詐
」。

㉑　

彼
往
亭
亭
之
地　
『
六
韜
』
鳥
雲
山
兵
に
、「
武
王
問
太
公
曰
、『
引

兵
深
入
諸
侯
之
地
、
遇
高
山
盤
石
、
其
上
亭
亭

0

0

、
無
有
草
木
、
四
面
受

敵
。
吾
三
軍
恐
懼
、
士
卒
迷
惑
。
吾
欲
以
守
則
固
、
以
戰
則
勝
、
爲
之

奈
何
』」。『
梁
書
』
五
元
帝
紀
に
引
く
蕭
繹
「
馳
檄
告
四
方
」
に
、「
舉
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整
整
之
旗
、
掃
亭
亭

0

0

之
氣
」。

㉒　

我
攻
卻
月
二
句　
「
卻
月
」「
橫
雲
」
は
、
い
ず
れ
も
合
戰
の
陣
形
。

『
宋
書
』
四
八
朱
齡
石
傳
に
、「
高
祖
乃
遣
白
直
隊
主
丁
旿
、
率
七
百

人
、
及
車
百
乘
、
於
河
北
岸
上
、
去
水
百
餘
歩
、
爲
却
月
陣

0

0

0

、
兩
頭
抱

河
、
車
置
七
仗
士
、
事
畢
、
使
竪
一
白
毦
」。
庾
信
「
周
使
持
節
大
將

軍
廣
化
郡
開
國
公
丘
乃
敦
崇
傳
」
に
、「
澆
沙
聚
石
之
營
、
却
日
横
雲

0

0

之
陣
」。

㉓　

百
萬
之
師
二
句　
『
呉
子
』
治
兵
篇
に
、「
若
法
令
不
明
、
賞
罰
不
信
、

金
之
不
止
、
鼓
之
不
進
、
雖
有
百
萬

0

0

、
何
益

0

0

於
用
」。

㉔　

然
而
李
廣
數
奇
二
句　

李
廣
（
？
〜
前
一
一
九
）
は
、
隴
西
成
紀

（
甘
肅
省
）
の
人
。
文
帝
の
時
代
か
ら
武
将
と
し
て
頭
角
を
現
わ
し
、

武
帝
の
時
に
匈
奴
征
討
で
し
ば
し
ば
功
績
を
舉
げ
た
。
元
狩
四
年
（
前

一
一
九
）、
大
將
軍
衞
青
に
從
っ
て
匈
奴
討
伐
に
遠
征
中
、
道
を
誤
っ

て
衞
青
に
遲
れ
た
こ
と
の
責
任
を
取
り
、
自
刃
し
た
。『
史
記
』
一
〇

九
・『
漢
書
』
五
四
に
傳
が
あ
る
。「
數
奇
」
は
、『
漢
書
』
李
廣
傳
に
、

「
大
將
軍
陰
受
上
指
、
以
爲
李
廣

0

0

爲
數
奇

0

0

、
毋
令
當
單
于
、
恐
不
得
所

欲
」。
孟
康
注
に
、「
奇
、
隻
不
耦
也
」。
顔
師
古
注
に
、「
言
廣
命
隻
不

耦
合
也
。
孟
説
是
矣
。
數
音
所
角
反
。
奇
音
居
宜
反
」。

㉕　

龐
涓
戰
死
二
句　

龐
涓
は
、
戰
國
魏
の
武
將
。
孫
臏
と
共
に
兵
法
を

學
ん
だ
が
、
孫
臏
の
才
能
を
妬
む
あ
ま
り
、
罪
を
作
っ
て
そ
の
兩
足
を

切
斷
し
黥
を
施
し
た
。
そ
の
後
、
魏
が
齊
と
戰
っ
た
と
き
、
魏
を
率
い

る
龐
涓
は
、
齊
將
田
忌
の
後
ろ
盾
と
な
っ
て
い
た
孫
臏
の
策
略
に
敗
れ
、

自
害
し
て
果
て
た
。『
史
記
』
六
五
孫
子
呉
起
列
傳
に
、「
龐
涓
行
三
日
、

大
喜
、
曰
、『
我
固
知
齊
軍
怯
、
入
吾
地
三
日
、
士
卒
亡
者
過
半
矣
』。

乃
弃
其
歩
軍
、
與
其
輕
鋭
倍
日
幷
行
逐
之
。
孫
子
度
其
行
、
暮
當
至
馬

陵
。
馬
陵
道
隘
、
而
旁
多
阻
隘
、
可
伏
兵

0

0

、
乃
斫
大
樹
白
而
書
之
曰
、

『
龐
涓
死
于
此
樹
之
下
』。
於
是
令
齊
軍
善
射
者
萬
弩
、
夾
道
而
伏
、

期
曰
、『
暮
見
火
舉
而
倶
發
』。
龐
涓
果
夜
至
斫
木
下
、
見
白
書
、
乃
鑽

火
燭
之
。
讀
其
書
未
畢
、
齊
軍
萬
弩
倶
發
、
魏
軍
大
亂
相
失
。
龐
涓
自

知
智
窮
兵
敗
、
乃
自
剄
、
曰
、『
遂
成
豎
子
之
名
』」。

㉖　

抵
辠　

漢
高
祖
の
「
法
三
章
」
に
、「
傷
人
及
盗
抵
罪
」
と
あ
る
。

44
注
④
參
照
。「
辠
」
は
「
罪
」
に
同
じ
。

48　

曾
子
曰
、「
昔
楚
人
掩
口
而
言
、
欲
以
説
王
、
王
以
爲
慢
、
遂

加
之
誅
」。
衞
太
子
以
紙
閉
鼻
、
漢
武
帝
謂
聞
己
之
臭
、
又
致
大
辠
。

二
者
事
殊
而
相
似
、
時
異
而
怨
同
。

　

曾
子
が
言
っ
た
、「
む
か
し
楚
の
人
で
口
を
掩
い
な
が
ら
、
王
に

意
見
し
よ
う
と
し
た
者
が
い
た
が
、
王
は
そ
れ
を
無
禮
と
見
な
し
て
、

誅
殺
し
た
」。
衞
太
子
は
紙
で
鼻
を
蔽
っ
た
が
、
漢
の
武
帝
は
そ
れ

を
自
分
の
臭
い
を
嗅
ぐ
の
を
嫌
っ
て
い
る
と
思
い
、
ま
た
死
罪
に
處

し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
は
こ
と
が
ら
は
違
う
が
類
似
し
て
お
り
、
時
代

は
異
な
る
が
怨
み
は
同
じ
で
あ
る
。

①

②

③
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［
注
］

①　

曾
子　

曾
子
は
、
曾
參
、
字
は
子
輿
。
孔
子
の
弟
子
で
孝
德
に
優
れ
、

『
孝
經
』
の
作
者
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
以
下
に
引
か
れ
る
故
事
は
、

内
容
上
か
ら
曾
子
の
言
と
し
て
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
。
筆
者
の
誤
解

か
。
部
分
的
に
は
注
②
に
引
く
『
韓
非
子
』
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。

②　

昔
楚
人
掩
口
而
言
云
云　
『
韓
非
子
』
内
儲
説
下
・
六
微
に
、「
荊
王

所
愛
妾
有
鄭
袖
者
、
荊
王
新
得
美
女
、
鄭
袖
因
敎
之
曰
、『
王
甚
喜
人

之
掩
口
也
。
爲
近
王
、
必
掩
口
』。
美
女
入
見
、
近
王
、
因
掩
口
。
王

問
其
故
。
鄭
袖
曰
、『
此
固
言
惡
王
之
臭
』。
及
王
與
鄭
袖
・
美
女
三
人

坐
、
袖
因
先
誡
御
者
曰
、『
王
適
有
言
、
必
亟
聽
從
王
言
』。
美
女
前
、

近
王
甚
、
數
掩
口
。
王
勃
然
怒
曰
、『
劓
之
』。
御
因
揄
刀
而
劓
美
人
」。

『
戰
國
策
』
楚
策
四
に
も
類
話
が
あ
る
。

③　

衞
太
子
以
紙
閉
鼻
云
云　
「
衞
太
子
」
は
、
戻
太
子
劉
據
（
前
一
二

八
〜
前
九
一
）、
漢
の
武
帝
の
子
で
、
母
は
衞
皇
后
。
衞
皇
后
が
武
帝

の
寵
愛
を
失
う
と
、
疎
ん
ぜ
ら
れ
、
巫
蠱
の
冤
罪
を
蒙
る
な
ど
不
祥
事

が
續
き
、
追
い
つ
め
ら
れ
て
兵
を
舉
げ
た
が
敗
れ
、
自
殺
し
た
。『
漢

書
』
六
三
武
五
子
傳
に
傳
が
あ
る
。『
太
平
御
覧
』
三
六
七
人
事
部
八

鼻
に
引
く
『
三
輔
故
事
』
に
、「
衞
太
子
嶽
鼻
。
太
子
來
省
疾
、
至
甘

泉
宮
。
江
充
告
、『
太
子
勿
入
。
陛
下
有
詔
、
惡
太
子
鼻
嶽
。
尚
以
紙

蔽
其
鼻
』。
充
語
武
帝
曰
、『
太
子
不
欲
聞
陛
下
膿
臭
、
故
蔽
鼻
』。
武

帝
怒
太
子
。
太
子
走
還
」。

（
こ
の
譯
注
の
作
成
に
當
た
っ
て
は
、
淺
野
良
治
・
神
山
ゆ
き
・
辛
夏
寧
・

津
守
陽
の
四
氏
に
よ
る
草
稿
を
參
照
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。）


